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琵琶湖のプラ ン ク ト ン

理学博士 根来健一郎*

K. NEGORO : The Plankton of Lake Biwa 

1. 緒雷

琵琶湖は堅田・野洲川扇状地聞の狭臨部を境として、南北の 2大部分に分かたれている。その北

に存して広〈深い部分を主湖盆、甫にあって狭く浅い部分を副湖盆と呼ぶ。主湖盆と副湖盆は同じ

く琵琶湖であっても、自然的条件の上で大いに異るから、その水棲生物も環境が具るととが原因と

たって、二つの部分で、可成り著しく相違している。プランクトンも赤実にその例に漏れたい。

琵琶湖副湖盆のプランクトンに就いては、著者の勤務している京都大学理学部附属大津臨湖実験

所は、その創立以来経年各月定期的に採集した標本を多数に蔵していで、我々は充分それ等に親し

んでいるが、主湖盆のプランクトンに就いては、それに接する機会が甚だ少かった。それと言うの

は、主湖盆が我々の実験所から地理的l'L遠く離れているばかりでたく、百1]湖盆比比して透かtc広い

ので、主湖盆のプランクトンを或る時期に広く各地点で採集したり、或る一定の地点で 1年を通じ

て毎月定期的に採集したりするととは、多くの費用と労力とを要して容易たととではたいからであ

るのかくて当然早くに明らかにせられ友くてはたらたい主湖盆のプランクトン花関する智識が、そ

の研究資料を充分に得るととの困難た点から、遺憾たがら我々に歓けていた。

ととろが、鈴木前滋賀県水産試験場長が、同場の採集にかかる琵琶湖のプランクトンの査定を大

津臨湖実験所に依頼せられ、本著者がその研究を担当するととと友って、我々の希望の一部を達し

得るとと~友った。との材料は同場が昭和25年に於ける琵琶湖総合開発調査の際のプランクトン資

料であるが、その後同場の好意によって昭和27年に於ける琵琶湖横断観測の際のプランクトン資料

が追加提供せられたっ前者は琵琶湖主湖盆の全湖岸部を 4区に分けて、各区を夫々短期聞に調査採

集した資料であれ後者は彦根・舟木崎(安曇川尻)聞の見通しi線l'L沿って 5つの観測地点を設け

1年を適じて毎月中旬に定期的忙‘しかも各地点で垂直的に表面から湖底近くまで水層を幾っかに

区分して採集した資料であるのかくて主潮盆のプランクトン研究の為の縦k横の重要た資料が我々

の手許に揃った次第である。

さて著者はとれ等の資料に基いて琵琶湖主湖盆のプランクトンの研究を進めて行くに当って、プ

ランクトン構成生物の種名査定K関し、幾多の困難に遭遇した。それは琵琶湖の浮洗生物は、琵琶

湖に間有のものであるか、或はそれに極めて近いと考えられる様友種類を多く含んでいるからであ

る。それはさも有P得るととで、琵琶湖成生の年代が極めて遠い昔であって、現在の琵琶湖の有し

ている歴史が甚だ古いととに原因している ξ考えられるのとれは我が国の他の湖沼と比較した場合
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格段の相違がある。即ち我が国の大部分の湖沼は、古くとも精々 5--6万年の歴史しか持ってい君主

いのに、琵琶湖は少くとも 100万年(即ち第四期の始めに既に存した)、古琵琶f簡を考えに入れると

恐らく 300万年の齢を保って来ただろうと推定されるからである(大阪市立大学理工学部地質学教

授池辺展生氏による)。湖の成生年代が古ければ古い程、そとには特殊た種類の生物が数多く生じて

いるととは一般の通則で、とれはシベリアの Baikal湖や、アフリカの Tanganyika湖の例に徴

しでも明らかである。

琵琶湖主湖盆に出現する浮瀧生物のリストは未だ克分に完成しているとは言え友いまでも‘本研

究によって主湖盆のプランクトンの大体の様子を明らかにし得て、大綱に誤りは友いと信す=る。#

ととに此の重要友材料をあげて提供せられた滋賀県水産試験場の前場長鈴木清蔵氏‘現場長末次

伝氏‘及び調査部主任技師内藤慎二氏t'Z:.哀心より感謝の意を表する。京都大学教授上野益三博士

(元大津臨湖実験所長)は、本研究の完成までに絶え宇著者を替励し、且つ始終懇切友御指導を垂

れ下さった。ととに同博士t'Z:万腔の感謝を捧げる次第である。又京都大学名誉教授川村多実二先生、

大津臨湖実験所主任山元孝吉氏、同所員山口久直氏等は、陽に陰に本研究の完成f'C対し、著者に幾

多の御援助をb与え下さったし、三重県立大学水産学部助教授伊藤隆氏は、著者の求めに応じて榛

脚類の図を貸与せられた。ととに之等の諸賢に対しj享く御礼申上‘げる。

本報告の公刊については、滋賀県水産試験場長末次伝氏の特別の御配曜に預った。ととに深謝申

上げる次第である。

2.研究材料

研究材料は、前述の如く、滋賀県水産試験場の昭和25年琵琶湖総合開発調査の際に採集された標

本(管瓶入標本 198本)と、昭和27年琵琶湖横断観測の際に採集された標本(管瓶入標本 109本)

とより成る。

昭和25年総合開発調査は、本湖盆の全湖岸を第 1区(南部)、 第 2区(東部)、 第 3区(北部)、

第 4区(西部)の 4区に分けて、第 1区を 5月25日から同月31自に至る聞に、第2区を 6月21日か

ら8月3自に至る聞に、第3区を 8月3日から 9月22日に至る聞に、第4区をす月 6日から同月13

日に至る聞に行われた。

各区の主友る調査地点と各地点で採集された標本の番号(地名の後に記した括弧内の数字がそれ

である)止を示すと、次の如くである。

第 1区(南部)…・・・堅田・野洲川扇状地問の琵琶湖狭陸部 (62，63， 64， 6めから、野洲川尻 (67，

68，6旬、 中洲村 (53，54， 55， 56， 58， 60， 61)、野洲川東支流尻 (51，52)‘兵主村 (42，43， 44， 

45， 46， 47， 48，49，50)、日野川尻 (30'，37， 38， 39. 40， 41)、岡I1J (34， 35， 3句、長命寺山(奥島)

と沖ノ島の間で、伊庭内湖の関口部を含む水域 (11，13， 16， 18. 19， 20， 23， 24， 25，26， 27， 29， 30， 

31， 32)、 伊崎不動・愛知川尻問 (5，句、 愛知川尻 (1)を経て、 葉枝見村f'C至るまで。

第 2区(東部)・…・・葉枝見村から.柳川 (71，72， 73， 74)、三津屋 (75，76， 77)、八坂 (103，104， 

* 琵琶湖副湖盆のプフ y タト YIこ就いては、将来別の報文として発表する。
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彦根市 (78，79， 109， 111. 112， 113， 114， 115. 116. 117. 118， 120， 

大野川尻 (82，83， 84， 85， 86， 87)、坂田村 (175，176， 177， 178， 179)、長

犬上川尻 (108)、105， 106)、

磯 (80，81)、

大郷 (88，89)、 姉川尻 (90，91， 92， 93， 183)、 八木浜 (94，9句、竹生

朝日村 (98，99， 101)を経て、余呉川尻 (184，185， 186， L87， 215， 216， 217)に

121)， 

浜市 (180，181， 182)、

早崎 (96，97)、

至るまで。

第 3区(北部)・・…・余呉川尻 (215，216， 217)から、古保利村(183，207， 208， 209， 211， 212，213， 

藤ケ崎 (228)、 塩津 (223，2ヨ4，225， 2宮6，227， 229.. 230)、菅浦 (245，246)、大浦 (235，

237， 240s 241， 244)、大崎 (232，233， 234)、海津 (206)、百瀬村 (200，201， 202)、川上付 (197，

今津町 (192.193" 194， 195)を経て、饗庭付 (188，189， 190， 191) tc至るまで。

第 4区(西部)・・・…新儀付 (138，139， 140. 141， 142， 143. 144. 147)、

本!主付 (130，13ヨ， U¥3)、

220)、

198， 199)、

舟木崎 (137)、安曇川尻

高島町 (122，123， 124， 125， 126. 

北小松 (15ヨ， 153)、

鴨川尻 (129)、(134， 135， 136) ¥ 

木戸村雄秘崎 (15句、鵜JII(150， 151)、白髪 (148，149)， 主27，128)‘ 

真野村 (164，166)を経て、堅田町に至和遁川尻 (170，171， 172， 174)、(158， 159， 160， 161)、

るまで。

昭和 27年琵琶湖横断観測は、彦根港口・舟木崎の見通線 (85浬=15.7km)に 1，JI. 1. IV， Vの

深水

5地点を設定する。各地点の位置及び水深は次の如くである。

置

舟木崎よりの距離

156km 

位

彦根潜よりの距離

0.1km 

点地

81n 約

グ 20// 13.1 // 2.6 グE 

u 50 u 9.7 グ6.0 グE 

// 75 // 3.7 // 12.0 // lV 

8 // // 0.1 // 15.6 // V 

しかして I地点では 0-5m層を‘ E地点では 0-10m層を、 E地点では 0-10m、10、20町、

20-40mの 3層を‘ tv地点では 0......10m， 10-20m、20、40m、40-70mの 4層を、 V地点では

0-5m層を、毎回夫々観測し、プランクトンの採集を行うので、結局 1同の観測に於て 10本のプ

ランクトン標本を得るととにたる。 しかし月によって、との 10本が完全に揃っていたいとともあ

るので¥1年聞を通じてのプランクトン標本は 120本よりも若干少く友っている。かくて昭和27年

の横断観測のプランクトン標本は、次に示す様た組合せで、合計 109本であった(記号十は、標本

十
二
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二
日
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八
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十
六
日

六
月
十
七
日

五
月
十
六
日

四
月
十
五
日

三
月
十
七
日

一
一
月
十
五
日

一
月
二
十
一
日

の杏在するととを示す)。

水層深度地点番号

+
 

+ + + + + + + + + + +
 

0-5m (1) 

+ 
+ 

+ 

+ 

+ 

+
 

+ 

+ 

+ 

+ 

十

+ 

+ 

十

+ 

十
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+ 
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+ 

+ 
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+ 

0-10m 

0-1伽n

E 

E 

白}

(3) 



(4) E 10-20m + + + + + + + + + + + 
信} E 20-40m + + + + + + + + + + + 
価} IV 0-10m 4・ + + + + + 十 + + 十

(7) W 10-20m + + + + + + + + + + 
(8) w 20-4伽n + + + + 十 + + + + + 
(9) W 4かー70m + + + + + + + + + 
(10) v 0-5m + 十 + + + + + + + + + + 

とれ等横断観測標本各個の採集時に於ける環境条件については‘後に記す。

3. 琵琶湖主湖盆のプランクトシを構成する生物

A. 植 物

a. 藍 藻 類

1. Aphan町 apsaelachistαw. et G. S. Wωt var. confertαW. et G. S. West 

〈第 1 図〉

G. M. Smith (19.却): PhytopI叩 ktonof the Inland Lakes of Wisconsin. P訂 t1. P. 42， Pl. 2， Fig. 8. 

L. GeitI町く1925): Cyanophyceae. Pascher's Susswasser-Flora， Heft 12， S. 65， Fig， 56. 

G. Huber-Pestalozziく193め:Das Phytoplankton des Susswassers. 1. Teil. Thlenemann's 

Binnengewasser， Bd. XVI， 1. TeiI， S. 138， Abb. 8. 

群体は円形、楕円形.乃至不規則友、均質透明の粘質塊中にあって、細胞は円形で、直径 15-211

淡藍色を呈し、可成り密に、不規則に並んでいる。群体の大きさは 100ρ 以上位も達する。北米、

英、仏、ノーJレウエ{等の糊に浮砕して現れる。真性浮滋種であるの

横断観測の材料では、 1-3月及び 9-12月の期聞に現れ、特に 10月の候に最も多い。綜合開

発調査の材料では、第3区の塩津、古保利村、及び余呉川尻附近の湖北部に|見られたに過ぎたい。

即ち湖中央部で出現したい時期にも、最北部で本種が見られるととは興味がある。

琵琶湖は貧営養湖であるから、浮燐性藍藻に極めて乏しく、富営養湖に普通に見られる様左

Miιrocy劫i8や Anabαenαは全然出現したい。

本種は水の華 (wate&-bloom，Wassei.'blute)を形成するには至らたいが、藍藻fC乏し1ρ琵琶湖

tz:於て、唯一の普遍的た浮瀞性藍藻であって、しかも藍藻の多くが一年中で最も水温の高い頃に出

現するのに拘らす=、本種が却ってその時期をさけて出現するのは、注目に値する。

2・ Aphanothecenidulans P. Richt 

〈第 2 図〉

Smithく1920): P. 44， Pl. 6， F担.1.

Geitler (1925) : S. 71， Fig.64. 

Huber-Pestalozzi (1938) : S. 142， Abb. 19. 

細胞は円筒形、真直ぐか、或は僅かに轡曲し‘幅1.0-L5p‘長さ 2-3.5内淡藍色。群体は均

質透明友粘質塊中にあり、円形乃至楕円形。北米グイスコンシン州の湖沼に出現す。本種は他物体
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f'L附着し、叉は他の藻類間f'C生育せるものが、二次的~浮滋して現れるもの k見倣されている。本

種は適常温室の壁や温泉中の岩石土佐附着して生活する。

本種は極めて稀に、しかも極少量でしか出現し友い(横断観測9月、 1月)。 更に詳細f'C調査す

れぽ、もっと屡々出現しているのであるうがB 友忙しろ小さくて、量が極少であるから認めるとと

は容易でたい。

b.桂藻類

3. Meloflira哩，ariansC. A. Agardh 

〈第 3 図〉

Fr. Hustedtく1930): BaciIlariophytaくDiatomeae.) 

Pascher's Susswas艶 r-Flora， Heft 10， S.85-86， Fig.41. 

G. Huber-Pestalozzi (1942) : Das Phytoplankton d四 Susswai句 ers.2. TeiI. Thienemann's 

Binnengewass町， Bd. XVI， 2. Teil. S. 377-378， Abb. 447. 

B. W. Skvortzow (1936) : Diatorns from Biwa Lake， Honshu Island， Nippon. Philip. Journ. Sci.， 

Vol.61， P.254， 

円筒形の細胞が縦f'C1列に密に連結して.連鎖群体を形成する。直径は 10-20p，殻高 9-13p。

殻壁上の点紋は著しく繊細でh 殆んど認め難いσ一時的の浮溌植物で、通常富営養型の湖沼に多い。

横断観測の材料では、 3，4，5，10の各月比現れたが、 5月に最も多い。総合開発調査では、第 1

区の野洲川、日野川附近に‘第 2区の彦根市附近f'C‘第3区の塩津附近に、又第4区の高島町附近

及び和j直川附近に、可成り普遍的に出現した。 横断観測の場合、 V地点(安曇川附近)や I地点

(彦根市附近)、若しくは E地点に出現するととなどと考え合せて、本種は確かに琵琶湖でも川口

附近とか市街地附近友ど、富営義的友箇所に出現するものたるととがbかる。

4. Melosira granulata (Ehr.) Ralfs var. al智倒的simaMuller 

〈第 4 図〉

Hustedt (1930) : S. 88， Fig. 45， 

Huber-P伺 talozziく19(2): S.381， Abb. 452， 4回.

Skvortzow (1閉め:P.254. 

糸状連鎖の群体は細長い円筒形の細胞から成る。直径は 3-5μ で、殻高は普通その数倍、時に

は 10倍にも達するととがある。殻壁土の点紋は斜f'C列をたして並ぶ。点紋の大きさには可成り変

異がある。末端細胞には 1-3本の明瞭た長い練が備sb!> ¥殻壁土の点紋は普通細胞に於けるより

も大で、しかもほぽ縦に列をたして並ぶ。本変種には轡曲せるもの B 螺旋状をたすものたどの品種

もあるが、琵琶湖産のものは全部直線状のものであ P‘副湖盆f'Cは多いが、主湖盆には少い。

横断観測の材料では、僅かに 5月と 10月に少量出現したに過ぎたい。総合開発調査の材料では、

狭陸部即ち副湖盆に接した附近及び彦根市附近のみに見出された。

本変種ト普通は富営養湖の真性浮滋植物であるので、琵琶湖での出現箇所はかくの如〈限られ

て来るのである。本変種の分布は甚だ広く、南アフリカやスンダ諸島たどにも見出されている。

5. Melosira solida Eulenstein 
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く第 5，14図〉

H. van Heurck (1880-81) : Synop由 desDiatom句sde BelgiqJ.le.‘P1.86， F抵.36-39.

Skvortzow (1偲6): P.255， Pl.1， F唱3-6，10， 17， 24. 

連鎖体を形成する細胞は円筒形で、殻壁は極めて厚い。殻壁上の点紋は一般に殆んど縦tc(側壁

に並行して)、時には僅かに斜に列を友して並ぶn 細胞は直径 7-9p...殻高は 10-13p.o 極赫は

大きく疎くて、長さ 3-4/-'..輪生ずる。

本種は北米アリゾナ州の Carcon..及びその一変種var.Haitien8is Grun.が西インド諸島の Haiti

島から知られているが、我が国では琵琶湖以外からは見出されていたい。

琵琶湖産のものでは連鎖体は 10個前後の細胞より成るものが多し直線をたすか叉は僅かに轡

曲するが、 30個以上の細胞より形成されるものも少くたく、時には稀ではあるが50個以上にも及

ぶ細胞の連鎖より成れ著しく轡曲するものもあるの

本種は琵琶湖に鶴しく産し、琵琶湖を特徴づける注目すぺき浮燐性藻類の 1種である。しかし本

種は叉 50--70mの湖底上にあって.底棲生物として生育するものの如くである。

横断観測の材料に於て、本種が浮瀞するのは 1月より 5月比至る間及び 10月より 12月に至る聞

であって、 1年の中で 6-9月の聞だけ欠けている。但し 6-8月の聞は表層には浮滋したいけれ

ども、 6月は 10-20mの水層t亡、 7及び8月は 20-40mの水層tL浮語学して存し、表面から湖底

まで全層を通じて全く浮砕し友いのは 9月のみである。

最も悪夢しく表層tL浮砕するのは‘ 11月及び 12月であって、 2.3，4月が之等に次ぐの 1月は比較

的tL少い。

総合開発調査の材料では、第 2区の柳川附近及び第4区の新儀附近で特tL多量に見出されたが、

その他全区tLbたって屡々可成り多量の出現を見た。

B. W. Skvortzow (1936)は本種の 1新変種 var.niplonIlωSkv.たるものを琵琶湖から記載し

た。とれは側壁(殻筒)上の点紋が中央部のみにあって両端部に欠けているものを指すのであるが、

とれを低倍率の鏡下で基本種と区別して認めるのが甚だ困難であるので、ととには此の変種を含め

て、総てを MelC'sira801.耐として観察し且つ記載した。

6. Melosira undulatα(Ehr.) Kutzing var. Normαnni Arnott 

Syn.: Mel，ω，:ra Gowen"-" A. Schm.idt 

〈第 8 図〉

Fr. Hustedtく1930): Die KieselaJgen. Rabenhぽ st'sKryptogamen-Flora， Bd.唖 S.243-246， F:抱.102.

a，b 

Huber-Pestalozzi (19位): S. 379， Abb. 449 A 

Skvortzow (19指): P.2邸.

著しく大型の種類で、直径 16-80μ(多くは30--40μ)、殻高 20-35μ の正円筒形の細胞が直

線糸状の連鎖体を構成する。殻壁は著しく厚く、殻筒上の微小の点紋は縦列をたして密に並ぶ。殻

面は完全に扇平で、設筒壁の断面内線は多角形をたし、殻面上の点紋列は中心kC向って螺旋状に走

る。
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基本種は、殻面tL於ける殻筒壁の断面内線が多角形をたさす=して、ただの円形であるの

基本種は熱帯にのみ産し、ヨーロツパからは化石として出現す・るのみであるの之に対し本変種は

デンマーク、スエーデン、及びフィンランドから見出されている。

Skvortzow (1936)は琵琶湖の湖底泥中から基本種を発見しているが、とれが果して倫ほ現在生

存しているかどうかは疑問である。本変種は琵琶湖に於て比較的稀に浮・砕して現れるの

横断観測の材料では、 1月‘ 2月、 4月、 5月、及び 10月に稀に出現したの総合開発調査の材料で

は、余呉川尻及び大野川尻でのみ僅かに見出された。

著者は更に本変種を北海道の網走湖のプラクトン中からも見出している(未発表)。

7. St句phanodiscuscarconensis Grun. 

く第 6，7 図〉

A Schmidt (1901.) : At1as der Diatomaceenkunde. PI. 228， Fig. 9. 10. 

Skvortzowく1936): P.256， PI.1， Fig.19. 23. 

桂殻(細胞)は円盤状で、群体を形成せす言、単独で浮滋する。殻面は完全た届平ではたく、波状

に起伏し、中央で高い。直径 25-45μ(30-40μ のものが多い)、殻縁の小林は 40-50を数える。

殻面上の点紋束は誠一錦、中心より放射状に走る。

本種は北米オレゴン州、lの Klamath湖及びカリフオルニア州の ShastaCountry tL産するが、

本邦では琵琶湖以外には知られていたい。

琵琶湖に鰭しく産し、琵琶湖を特徴づける珪藻の 1種である。 浮瀞生活する以外に、 Melosira

8olid，αと共に 50-70mの湖底上に Avjョを形成する。

Var.tu8'l.lla Grun. (A. Schm dt (1901): Pl. 2ヨ8 Fig.11. 12; Skvortzow (1936): P.256. P1. 

1， Fig. 8， 9， 11-14. 18Jは小型で、殻面の直径はすー1如、殻面の点紋束は 10-13個、放射状tL

並ぶ。基本種と共に多数問現し、基本穣との見別けは大して困難ではたいが、ととでは便宜上両者

を区別し友いで、全体を δleplt.carconensisとして取抜ったの

横断観測の材料では、いす=れの月にも多少共現れたが、 1年を通じて最も多いのは 1.2.3月で、

11. 12月がそれに次ぐ。最も少いのは 7月である。

総合開発調査の材料では、第3区の塩津・海律問に最も広く分布し、次いで同区の今津町附近、

第 4区の高島町附近、和j園川尻、第1区の狭際部‘及び日野川・野洲川間.第 2区の柳川附近、彦

根附近、姉川尻、余呉川尻に出現した。故も多量に出現したのは、第 2区の柳川附近である。

8. Attheya Zachαriωi J Brun. 

Syn. : Aca拘fhQcerasmαf}deburgenst: Honigm. 

く第 20-26図〉

Hustedt (1930) : S. 118-119， Fig. 94. 

Huber-Pestalozzi (1942) : S. 424-425， Abb. 518. 

Skvortzow (1936) : P.257， Pl. 5， Fig.15. 

細胞は円筒形、殻面は狭楕円形、上殻と下殻との聞に多数の輪状の間板が介在して‘上下軸は長
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く伸びているσ 殻面の縦軸の両極から長い練状突起が上下軸の方向に伸び出ているが、それ等は基

部から先端部へ向って多少末拡がりに怠っている。縦軸の長さは 12-4旬、株状突起は大抵 40-

60p.であるが.稀には更にそれより‘も長い。上下軸の長さは間板の数に関係しているので、年を経

た細胞ほど犬である。色素体は一般に細胞の中央部K集った 4個の小板であるo休眠胞子は母細胞

の環帯部tz:単独に形成され、膜壁は厚く、凹殻と凸殻とを有し、上下軸は甚だ短く、林状突起を訣

いている。

本種は殻の荏化が極めて弱度で、細胞は中央部の核及び色素体の集まる細胞質濃厚箇所を除いて

は、殆んど全体が透明であるために、鏡下t'C鬼のがされ易い。本種を明瞭に認める為には、乾燥プ

レパラードを作製するに越す方法はたい。との桂藻の場合は、通常の硫酸処理は全く不可である。

真性の浮潜植物で、大抵は富栄養型の湖沼に広く分布するものであるが、時には大きくて、清澄

た水の湖にも出現するととがある。北ドイツでは夏季に多数の湖に出現するが、極犬の繁殖率を示

して水の華を形成する様友ととは殆んどたい。との種は恐らく温水に適したものであろう。休眠胞

子は北ドイツでは 9-10月に、デンマークでは 10-11月に形成される。オランダ、フランス、英国

(イングランド、スコットランハアイ Jレラン)にも広く分布するが‘北米合衆国の湖沼には殆ど

出現したいにG.M. Smith (1950) : The Fresh-water Algae of the Unitε:d States. 2nd. Ed. 

New York， P.469参照〉。

横断観測の材料では、 5月から 12月に至る聞に出現し、最も多量たのは 6月と 10-11月の両期

で、 12月がそれに次ぎ、更に 8月が 12月tz:次いで多かったヲ琵琶湖では休眠胞子は 11月に形成さ

れる。

総合開発調査の材料では、第2区の全湖岸に最も移しく問現し、第 1区の全湖岸にはそれよりも

少いが.それでも可成り多量に繁殖していた。第4区の本庄村・高島町附近‘及び和遡川尻も亦、

多量に出現したが、第3区には全く出現したかったの

.t1f1lteya Za.chαnaBIは屡々 Rhiz，卿 leniaゐngiatαや Rhiz080leniαeriensisを伴って出現するが、琵

琶舗では Rhiw8oleni，αのい宇、れの種も全く出現したいの Attltey，αの横の面を RhizOBolen仰と見間違

えるなそれがあるから注意を要する。

9. Frαgilaria capucinαDesmazieres 
〈第 16 図〉

Hustedtく1930): S. 138， Fig. 126. 

Skvortzow (1936) : P.258. 

多数の細胞が殻面でー列に密に連接して、短形の帯面を見せた長いリボン状の群休を形成する。

殻面は線状で、両側縁が殆んど並行し、両極附近で幾分細くたれ丸い末端とたって終っている。

幅は 2一旬、長さは 20-30μ。

世界に広く分布し、特に富営養湖に例外たく出現する種類で、我が国では琵琶湖以外に青木湖及

び木崎湖で見出されている。主として湖岸に生育し、プランクトンには偶然にまぎれて入り込むも

のである。琵琶湖でい副湖盆に多いが、主湖盆には少い。
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(琵琶湖産のものは本種に近いが、果して本種であるか、どうかについては、筆者は向島幾分疑

問を有する)。

横断観測の材料では、僅かに 4月の I地点に出現したのみである。総合開発調査の材料では、第

1区の兵主村、第 2区の彦根市附近及び大野川尻tc出現した。

10. AsterionellαformosαHassall 

く第 17. 18 図〉

Hustedtく1930): S. 147， Fig. 156. 

Huber-Pestalozziく1942): S. 445-446， Abb. 531， 

細胞は殻面で細長く、線状で、両端が膨れて丸くたる。その両端膨大部は一方が大きく(足極)、

他方が小さい(頭極)。殻長 70-8旬、殻幅 1-2μ‘足極の幅は約 4μ、頭極の幅 2-2.5μ。数個

乃至十数個の細胞が互に足極で遥接し、頭極で開いて、帯面を見せた昼状の群体を形成する。星状

体の 1環は 7-8イ聞の細胞で形成されるから、とれ以上の細胞が連接する場合には‘星状体は連り

霊友った 2-3層環を構成する。しかして、 Skvortzow(1.936)は琵琶湖に本種の他に .AlJterioot.'Uα

gracillmα(Hantzsch) Heibergの産するととを記L、しかも As{erioRellagrα(illimαが沖部の浮

世手植物で、 A..formos，αの方は多くは友いとしているが、琵琶湖の浮滋植物として勝しく出現するの

は総て A.formmαで、.t1..gracillimαは出現したい。因みに、 A.gr(， ciliimαは殻面の両極の大きさ

がほぼ等しい種であるから、 A.fO)'mosαとは明らかに区別される。

世界に広く分宿する真性浮・砕植物の 1種で、特に富栄養糊に勝しく出現する。しかし本種が移し

く出現するのは、富栄養糊に限ったととではたいので、大きくて深い貧栄養湖にでも夏期には移し

く出現する(例えば Tatra地方の湖沼)。 琵琶湖も実に後者に属する良き 1例である。本邦でも

他の多くの湖沼に知られているが、特に彩しく出現するのは日光湯元の湯ノ湖(富栄養湖)であろ

う。

横断観測の材料では、 1月、 7月、及び 8月を除いて、他の月にはいでF、れも出現したが、特tz:移

しく出現するのは 5月で、次いで 4月、更にそれに次いで ]2月に多い。本種は琵琶湖では盛夏及

び厳冬をさけて出現するととは興味がある。

総合開発調査の材料では、第 1区及び第2区の南半部にのみ出現した。特tz:多いのは第1区の中

央部、即ち長命寺山と沖の島の聞である。

11. Synedrαulnα(Nitzsch) Ehrenberg 

(第 13 図〉

Hustedtく1930): S.151-154， Fig 158， 159. 

Huber.-Pestalozziく1942): S.459-462， Abb. 537 A. 

Skvortzow (1936) : P.258--259. 

細泡は単独に生活し、殻面K於て線状乃至線状披針形で、中央から両端へ向って徐々に細く1:t..!J ~ 

両端はいくらか突出し、両極は僅かに膨れて丸く友っている。帯面観では細胞は線状短形で、両端

部で少しく拡がっている。殻長 50-350μ. 殻幅 5-9μ。殻面の左右の横条線の間に縦tz:走る偽
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背線を残している。本種は基本種の他に多くの変種及び品種を包括している。

世界広分イ'rf種で、主として宮営養湖の静水湖岸に生育し、プランクトンにはまぎれて入り込むの

みである。但しvar.dα飽和α(Kg.)Gtun.のみは真性の浮瀧植物と見殺され、特f'L富営養湖f'L分布し

-てν、る。

横断観測の材料では、 4月の I地点及び 11月の V地点f'L出現を見たのみである。即ちいす=れも

湖岸近くでプランクトンに混じって見出されるに過ぎたい。叉総合開発調査の材料では、僅かに第

1区の南部である中洲村で見出されたに過ぎたい。

12. Gyrosigma acuminatum (Kutz.) Rabenhorst 

(第 9 図〉

Hustedtく1930): S. 222-224， Fig 329. 

Skvortzow (1936) : P.266. 

殻面は S字状に曲った披針形である。殻長 100-200μ.殻幅 15-20μ.背線は殻商の中央を縦

に走!J S字状に曲る。穀面には縦、横の線が等間隔に並び、交叉した網目模様を造る。縦横両線

は共tz:10μ聞に約 18本存す。横線は中央線に垂直である。

世界広分布種で‘しかもあらゆる種類の水域に出現ずる。真性の浮前植物ではたく、プランクト

ン中にあるものは、他からまぎれ込んだものに過ぎたいの

Skvortzow (1936)による在、 G'!tTosigm包属の桂藻で‘琵琶湖に産するものは、 本種の他に G.

Iwzillgii (Grun.) Cleve， G. Spencerii (W. Sm社h)Cleve var. nod伊rαGrun 及び G. αfl~nllatl.tl}1

CKutz) var.働争'ponicae忘kv.の 3種がある。 後の 2種は比較的稀である。 G.kiitziugiiは G.

acumiu.αtllm l:共t亡、普通によく現れる。 ととろで G.acwnina!umと G.KtUfzingiiの見分けは

甚だ困難である(後者は殻面の条線が縦横等間融には並ばたい。横線の間隔の方が縦線のそれより

も大である)ので‘筆者は便宜上ととには両者を一諸にして、 G.αcuminαtumで代表させるととに

した。

総合開発調査の材料中、第 1区の長命寺山附近及び日野川尻、第2区の三津屋附近に出現した。

13. Cymatopleura solea (Brebisson) W. Smith 

〈第 10 図〉

Hustedt (1930) : S.425-426， Fig.823a. 

Huber-Pestalozzi (1942) : S.481-482， Abb.580. 

Skvortzow (1936) : P.289. 

殻面は広い線状であるが、中央で多少溢れている。両端は模形で.先は円い。鼓面は長軸の方向

に波状の起伏を在す。殻長 30-300μ.殻幅12-40μ。横肋は短く、周縁に存するのみ I 10μ聞に

6-8個並ぶ門両側縁の横肋f'L固まれた殻面の中央部は長軸と直角の方向に走る細かい多数の横線

を有ナ。

世界広分布種、屡々プランクトン中位、特に寒い季節のプランクトン中花、発見される。 Bach-

m拍 n 及び H uber-Pestalozzi は本種を真性の浮滋植物と考えているが、 Utermδhlや Wes
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-enberg-Lund等は、本種は湖底泥上のもので、たまたま冬期の風の強い折にプランクトン中に

持ち来られるものと解している。

総合開発調査の材料に於て、第1区の長命寺山附近と第 2区の大野川尻に出現した。

14. Cymαtopleura ellipticα(Breb.) W. Smith var. constrictαGrun. 

Syn. :匂matopll側 racon8tTict:l. (Grun.) Meister 

く第 11 図〉

Hustedtく1930): S.428， Fig.826. 

Hub町 -PestaIozzi(1942) : S.483， F抱.590.

Skvortzow (19:甜): P.289. 

殻固は幅広い線状楕円形で、中央で僅かに離れている。両端は幅広い模形をたし、丸味を帯びて

いる。波状に起伏するが、波の幅は可成り広い。裁長は 50-220μ.殻幅 40-90μδ 翼溝は可成り

短く、 10μ聞に 3-5本並ぶ。細胞壁は点紋及び条線を有す。波の谷と山とで.条線の走る方向が

異る。波の谷では条線は横に走るが、波の山では条線は山の中央線に尖角をつくって傾く。

世界広分布種で、冬トら春にかけて大湖のプランクトン中l'C現れる。

横断観測の材料では、 10月の I地点に現れた。総合開発調査の材料では、第 2区の彦根市附近

に出現した。

15. Surirella biseriata Br・ebisson

く第 15 図〉

Hustedt (1930) : S.432， Fig. 831， 832. 

Huber-Pestalozziく1942): S. 496-497， Abb. 599. 

Skvortzowく1936): P. 289. 

毅面は線状乃至楕円形がかった披針形で、両側縁は並行するか、或は凸轡し、両端は模形をたず。

殻長 80-350μ.殻幅 30-80μ。両縁の龍骨は翼状突起を形成する。翼溝は 100μ聞に 10-20本ー

横肋は疎大で短く‘偽背線まで達し;たい。

世界広分布種で、主として湖岸の泥上忙生活するが、又プランクトン中にも混じて現れる。

横断観測の材料では、 1-3月の聞に出現した。 総合開発調査の材料では、第 1区の兵主村、長

命寺山附近、及び第2区の彦根市附近で出現した。

16. Surirella robusta Ehrb. var. splendi品z(Ehrb.) van Heurck 

く第 12 図〉

Hustedt (19:却1): S.437-438， F揺る851，部，2.

Huber-P田taIozzi(1942) : S.509-510， Abb.620 b， c. 

Skvortzow (1936) : P. 289 

殻面は長卵形、帯面は模形を友す。毅長 75-250μ、殻幅 40-6旬、翼溝は 100μ に 12-25個

を数える。

世界広分布種で、大湖の湖底泥上に生育し、屡々プランクトン中l'L混じて出現する司
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横断観測の材料では、 2月、 10月、 11月、及び 12月比局られた。又総合開発調査の材料中にも、

屡々見出された。第1区の長命寺山附近及び日野川、野洲川閥、第3区の塩津附近及び余呉川尻、

第 4区の和濁川尻。

17. Surirella Cαpronii BrebisSOll 

く第 19 図〉

Hustedt (1犯の:S.440， Fig.857. 

Hu恥r-PestaI回 zi(1942) : S.513-514， Abb. 625. 

細胞は殻商で長卵形、帯商で広模形。 殻長 120-350μ.殻幅 60-125μ.即ち大型種である。翼

はよく発達し、翼溝は 100μ 聞に 7-15個を数う。 左右の横肋聞にはさまれた長披針形の中央域

の両極に近い附近k'C，夫々各 1個の巨大林.を有す。但し足極(細い方)の赫は屡々発達が鈍く、消

失しているとともある。

世界広分希布で、大湖の湖底泥上に生活し、屡々プランクトン中k'C混じて入る。

横断観測の材料中、 10月の E地点及び 11月の V地点の、いす=れも表層部t'C出現した。

C.鼓諜 類

18. Closteriumαciculare Tuffen West var. subpronum W. et G. S. W est 

Syn : Closferi'u脳 8u~pronum West. 

(第 'zlー .29図〉

W. West and G. S. West (1904) : A monograph of the British Desmidia田 ae.Vo1. 1. P. 175-176， 

PI. 23， Fig. 4， 5. 

W. West and G. S. West (1902) : A coutribution to the freshwater algae of the North of Ireland. 

Transact. Roy. Irish Acad.， Vo]. 32， Sect. B， port 1. Pl. 1. Fig. 1， 2. 

H. Yamaguchi and M. Hiranoく19臼): Plankton Desmids from Lake Biwa. 1. Acta Phytotax. 

Geobot.， Vol.15， No.1， P.22. (Closterium Qcicu!al'e T. West) 

細胞は非常に細長〈、大部分は真直ぐで、両端部で軽度に轡曲する。従って細胞全体は殆ど直線

に近い弧状を呈するか、叉は S宇状を在す。細胞の中央部は円筒形で、両縁は並行し、幅は 45-

7μであるが、末端部tz:移るに従い次第tz:細(PJ:り、 1-15μ の細管状をたして、長く伸び、軽〈轡

曲する。細管部の先端は尖ら主主い。との細管状部は基本種に比して更に長い。細胞の全長は 450-

650μである。従って長さは幅の約 100倍に当る。葉緑体は細胞の中央部にあって、上下 2片に分

かれ、全体で細胞の長さの精々 1 を占める程度に過ぎたい。葉緑体の各片には 5-14個のピレ
3 

ノイドを有す。

ドイ九イギリス等に産し、屡々湖沼のプラクトンとたって現れる。真性浮滋植物である。

山口・平野両氏は琵琶湖産のものを Gl.αcioularfJ と同定されたが、著者は以上の様友特徴から、

モの var.subr1'fOuumとするのが正しいであろうと考える。

横断観測の材料では 2-5月及び 9-10月に現れたが、 4-5月が最も多く.本種t'C好適の時期

と思bれる。総合開発調査の材料では、第8区の塩津・余吾川尻聞の‘所謂湖の最北部に見られた。
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19. Staurastrum dorsidentザerumW. et G. S. West var. ornαtum Gronbl. 

く第 30，31図〉

F. Yamaguchi an:1 M. Hir姐 oく1953): Plankton D自 midsFrom Lake Biwa. 2. Acta Phytotax. 

Geobot.， Vol.15， No.2， P.58ー-59，Fig. 1， 2， 5. 

鼓状の細胞は各両端位、鋸歯を有する可成り太い突起を夫々 3本備えている。突起の屈曲度(曲

率〉やその伸びる方向には可成り変化があって、所謂「冬型J と称せられるものでは.突起は斜上

方に向って仲び.真直ぐであるか‘又は僅かに内方(腹側)へ轡曲しているが、所謂「夏型」と称

せられるものでは、突起は殆んど水平に伸びる。突起の背側にある鋸歯は冬型では著しく強大であ

るが，夏型では極めて小さく殆んど有るか無きかの状態である。各半細胞は四角形乃至西洋鐘状を

たし、底縁は僅かに膨脹Lている。 両半細胞聞の湾 (sinus)は鋭角をたしているσ 半細胞の底部

を上方から見ると、ほぽ三角形で、各辺縁は僅かに凸出している。地峡部は円形である。細胞の長

さは、突起を除けば 38-42μで、突起を加えると 40-75μであり、細胞の幅は突起友しで 19-

24，a， 突起を入れるとす5-100μ.地峡部の幅は 8-12μである。

外国では、フィンランドで見出されているtc過ぎたい。

琵琶湖に儲しく産する。横断観測の材料によれば、夏型は夏季 (7，8，9月)に現れるに過ぎたい

が(但し夏型は倫ほ 10月の深層に僅かに残っている入冬型は 1年中を通じて、いづれの季節にも

現れる。即ち夏季は冬型と夏型とが混じて向現ずる。両型は一見すれば恰も別種の様友感じを受け

る。本種は 1年を通巳て浮慌し、 1月を除けば殆んど量的にあまり増減がたい。しかし詳細に見れ

ば、 4月の I地点、 12月の E地点の 10--20m層並に lV地点の 40-70m層には特に多量に出現した。

4月、 5月、 8月、 9月、 10月、 11月には各地点の全層にbたって出現し、本種に好適の時期であ

るととを示す。 1月のみは格別に僅少で、皆無に近い。

総合開発調査の材料によれば、 4区を通じて殆んど大部分の標本に見出されるが、特に多く出現

したのは、第1区の長命寺山附近、第2区の彦根市附近、第3区の大崎・大浦問、第4区の高島町

附近等であった。

20. Stuarastrum Biwαensis Hirano 

〈第 34 図〉

Yamaguchi and Hirano (1953) : P.56， 58， Fig 7， ~， 9 

鼓藻類の専門研究者である平野実氏が、最近新種として発表されたもので、形は前者に似るが、

休は梢々前者よりも小さく、半細胞は三角形に近く、叉上方から垂直に見た場合に、半細胞からの

突起の出方が特異で、 3突起は恰も半細胞の底面を中心として螺旋状tc廻っている様た状態を呈し

ている。しかして両半細胞が突起の出方に関して、同じ様子を呈するのでたくて、一方の半細胞は

かく特異であるのに、他方の半細胞の 3突起は正常の放射状をたず。細胞の長さは突起たしで26-

30ん突起を入れて50-9旬、細胞の幅は突起たしで20-25，a， 突起を入れて50-8旬、地峡部の幅8

-10μ。

著者は横断観測の材料に於て 9月、 11月、 12月tc本種が僅かに出現するのを認めた。更に詳細に
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見れぽ.他の月にも同現しているのかも知礼ぬが、たにしろ低倍率の鏡下では前者と見別け難いか

ら、鬼客しているのも相当あるであろうと思う。しかし出現する量は前者に比して極めて少いとと

は確かである。

21. Staurastruln paradoxum Meyen 

く第 32 図〉

W.W田 t，G. S. West， and N. Carter (1923) : A monograph of the British Desmidiaceae. Vol. V. 

P.101-103，町.145， Fig. 1-5. 

Yamaguchi and Hirano (1953) : P.60， Fig.17. 

川村多実二 (1918):日本淡水生物学、上巻、 101頁、第145図くStaurastrumsp.) 

通常各半細胞に 4本の小鋸歯を有する突起を備へ、垂直に児た場合半細胞の底部は正四角形を友

し、各辺縁は殆んど直線状であるう 側面から見ると、半細胞はコップ状或は西洋鐘状で、 済は鋭

角を注す。細胞の長さは突起たしで25-30f.，t， 突起を入れると60-75μ、細胞の幅は突起たしで 15-

2旬、突起を入れると55-85μ、地峡部の幅は 8-11μ。

本種は 2細胞が突起で互に絡み合って、連結せるものが往々見られる。又一方の半細胞が 4本の

突起を有するのに、他方の半細胞が3本の突起を有する様た個体が磁に出現する。

世界広分布種。琵琶湖に於て、本種は前出の S拘，UTa8trumdOT8identijt:rum var. omαf.um及び後出

の StaUTαtrumlimneiicum var. surmense )::共t亡、最も普遍的友浮活字性 Stαuratrwnであるが、

他の 2種に比して量は可成り少い。

横断観測の材料について見るに、本種は 1年を通じて各月に出現し、 1月を除いて量的には殆ん

ど増減はたい。 1月は甚だ少く、皆無に近い。しかし全層に分布して、生活上好適で、あるととを示

すのは、 5月と 9月とである。

総合開発調査の材料では、本種は第 1区に甚だ少し又第3区の塩津、大浦‘大崎附近即ち湖の

最北部には殆ど出現したかったが、他は何処にも見出された。特に多かったのは、第4区の高島町

及び新儀村附近、第 2区の竹生早崎附近友どであった。

22. Staurastrnsm limneticum Schmidle var. Burmense W. et G. S. West. 

〈第 33 図〉

Yamaguchi and Hiranoく19田): P. 59， Fig. 15. 

川村多実二(1918):日本淡水生物学、上巻、 101頁、第144図 (Staurastrumsp.)， 

疎大鋸歯を有する 5本の突起を、各半細胞に備えた種類で、垂直に児ると半細胞の底部は五角形

をたす。垂直的花見て、上下半細胞の突起が重り合わす;;t亡、互にす=れて上の突起の真中聞に下の突

起が位置する様tzこたっているn突起の切れ込みは可成り深い。半細胞の辺縁は凹面を友ず。側面か

ら見ると半細胞はほぼ三角形で、底縁部は膨らんで、僅かに凸出している。務は鈍角を友す。細胞

の長さは突起友しで30-401-'\突起を入れて55-80μ、細胞の幅は突起たしで15~2旬、突起を入れ

ると75-8旬、地峡部の幅は 8-10μ。

ピノレマから知られているが、或が国では琵琶湖以外に、平野実氏によって鹿児島県の池田湖及び
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鰻池からも見出されているn

横賢観測の材料について!るるに‘本種は琵琶胡では 1年を通じて各月に出現するが. 1年のほぼ

前半 1-7月の潤は甚だ少く、 8月から急に多くなり、丸山、 11月は特に多く、 12月も亦前 3カ

月に劣らぬ程である。

総合開発調査の材料では、第 1区を除けば他の 3区のいす=れにも遍く出現する。第 1区は出現ず

る率が甚だ少い。最も多量に出現したのは、 2(-C2区の長浜市附近.第3区の大浦、今津町間.第4

区の高島町附近及び和濁川尻等であった。

23. Xanthidiumαntilopaeum (Br・eb.)Ku!z. 

く第 37 図〉

W. West and G. s. West (1912) : A monograph of tbe British Desmidiaceae. Vol. lV. P.63ー70，

Pl. 108， Fig.7-18. 

半細i也は六角形で、 4対の針状突起を有ずの細;1包の長さは突起友しで45-50μ、突起を入れてすO

-8(刷、細胞の幅は突起たしで45-55.u.突起を入れて85-95/..to地峡部の幅は14-16μ。半細胞側

面中央部、細胞膜上に頼粒群を有す。

広分布種。

総合開発調査の材料に於て、第 1区の日野川尻及び野洲川尻、第 2区の犬上川尻及び余呉川尻、

第 4区の和濁川尻に少量出現す。河水により琵琶湖中へ運び込まれたものと思われる。

24. Cosmocladium constrictum Arch. 

〈第 35 図〉

W. West， G. s. West， and N. Carterく1923): P.198-199， P1.158， Fig.1-3. 

細胞はほぼ楕円形で、半細胞聞の溢れは極めて浅い。従って全形は繭状である。垂直的花見ると

細胞は円形を友す。葉緑体は中ijqa'l:生で.中央に 1---2個のピレノイドを有し、 4本の葉状突起を放

射状に出す。数個の細胞が粘質糸で連絡して、不規則た分枝をたせる群休を形成する。しかし群休

の各細胞の配置は極めて疎である。細胞の長さは 12-16、幅は 8-10μ.地峡部の幅は 7-90 

スエーデン、フィンランド、英本国、北米合衆国等より知らる。

真性の浮砕植物であるが、細胞が小さく、且つ割'休をたすも、細胞の配置が疎たる為.鏡下に見

のがされ易い。群体をたさす=‘細胞が単独で浮滋ずるものも多い。

横断観測の材料では‘ 10-12月の聞に見出され、特に11月、それに次いで12月に多量に出現した。

25. Hyalo!heca dissiliens (Sm) Breb. 

(第 36 図〉

W. West， G. s. West， and N. Carter (1923) : P.229-232， Pl. 161， Fig.16-19. 

細胞はほぼ阿角形で、長さが 10-33μ、幅が 10-39μ、幅の方が長さより精々大である。半細胞

聞の趨れは、著しく軒度である。細胞は多数 1列化各半細胞底で連れ長い粘質鞘に包まれた糸状

群休を形成する。
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世界広分布種。

横断観測の材料では、 4月及び5月tc少量見出されたっ総合開発調査の材司料では‘第 2区の三津

屋附近及び犬上川尻に僅かに見出された。

d.黄 藻類

26. Dinobryon cylindricum Imhof 

(第 38図.第 41図左〉

G. Huber-Pestalozziく1941): D出 Phytoplanktondes Susswassers. 2. Teil. 1. H剖fte.Thienemann's 

Binnengewasser， Bd. X VI. 2. Teil， 1. Halfte. S. 223ー 224，Abb.292. 

A. Pascherく1913): Chrysomonadinae. Pascher's Susswasser-Flora， Heft 2. S.77-78， Fig.123， 124. 

川村多実二(1918):日本淡水生物学、上巻、 128頁、第203図b.

北隆館(1947):日本動物図鑑〈改訂増補〉、 1748頁、第48卯図、

細胞は被筒を有す。との被筒は長円筒形忙して、上端の関口:部は僅かに開き、下端は可成り急に

細まって、鋭き先端t亡て終る。細胞は長楕円形又は長卵形で、後端尖れその未尾忙て被筒の内壁

に膝着するo体の前端t亡2本の長さを異にした鞭毛を有し、体内に細胞壁に沿った 2イ聞の板状、責

褐色の色素体を蔵す。更に休のほぼ中央部に隙点 1イ!司‘体の前部に収縮胞 2個を有す。細胞は多数

個体互に被i笥を以て連れ疎に分校した群体を形成する。被筒は長さ 50-65μ.幅 7-10μ。

本種は中;ai(及び北欧に広〈分布し、主として弱度の富栄養湖乃至貧営養湖に繁栄する。冷水性の

浮滋植物で、北ドイツでは主として春にプランクトンと怠って出現するが‘アルプスの高山湖や北

欧では、夏秋の候t亡出現する。 Stromによれば、本種の出現するノーノレウエーの水の pHは 67-

8である。

琵琶湖産のものは分技の少い、長い群休を形成するものが多いから、 var.palustre Lemm. (Syn. 

Dinobl'yon l08fOgo enee Ostenf.) に相当するものであるかも知れぬが、本変種を基本種から劃然と区

別するととは困難であるので、 ととには D. cylinaricu'1& としたままで置くととにする。 var，

pal悩treはドイツ、イギリスーフランス、スエーデン、アジア等の多くの貧営養湖に(稀t亡少数の

官営養湖にも)産する。

横断観測の材料では. 5-6月及び 11-12月の両期tc出現した。総合開発調査の材料ではー専ら

第 1区及び第 1区比接続した第 2区の南部(三津屋・柳川附近)に出現し、しかも第 1区の産量は

多大であって、特に極大の繁殖を示していたと見られるのは‘長命寺山附近、兵主村附近、及び中

洲村附近であった。

27. Dinobryon bαvaricum Imhof 

Syn.: D1・nobryoR.8tipifatum Stein 

D. eloRg，αtum 1mhof 

D. 8tipifstum var. bavaricum (1mh.) Zach. 

D. stipitαtum subspec. bα抑吋cumPascher. 
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く第39，40凶，第41図右〉

Huber-Pesta1ozzi (1941) : S.221ー-225，Abb. 295. 

Pascherく1913): S. 75， Fig. 120， 122. 

Smith (1920) : P.74，日.13， Fig. 11. 

川村多突二(1918): 128頁、第203図 c.d. 

群休は常に狭心且つ長〈仲びて、しかも多くの場合少数の細胞で構成されている。しかし時に

は多数の細胞で構成された群体も見られる。被筒の形には可成り変異があるけれども、全体として

常忙細長く、上部は比校的広い円筒形で‘下部は長い柄状の細管で先端が尖って終る。関口部は全

く拡大し友いか、極めて僅かにしか拡がらたい。被筒の壁は多くは波状をたすが‘時t亡は全く滑か

で波状を呈さたい。細胞の原形休は前種tc同じ、末尾で被筒の側壁につくか.被筒の深所まで末尾

が(rflびているか、どちらかである。被筒の長さは 45-80，u， 脳は 5-8μ。

琵琶湖産のものの中には、往々 D. divergens Imhof を想起させる様在被筒を有するものがあ

るつ但し群:体は常に狭長で、被筒は下部が細長く仲びている点で、 D.aivergensと異るものである。

琵琶湖副湖盆には、確かに D.aivergell8を産するが‘主繍盆t亡は全く産したい。

D. ~，α飢~rù;'UIn は、北半球の温帯及び来帯に広く分布する浮滋植物であるが、富営養ItI11kは出現

しないで、常tc貧営養湖、及び高層混原のそれとは全〈異った、栄養塩類の少くして Desmidsを

産する様な湖沼に限って出現する。

著者は南樺太の湖沼、琵琶湖西岸の雄松内湖、及び大阪府岸和田市郊外の丘陵地池沼で、本種を

発見している(未発表)。

横斬観測の材科では、 4月から 6月に至る間に出現し、特に 5月l'C多い。総合開発調査の材料で

は、第 1区の長命寺山と野洲川尻との問にのみ見出されたJ

28. Mallomonas fastigatαZacharias 

Syn.:脆 llom仰倒的udαtα1wanoff var. fiωtigafα(Zacb.) Krieger. 

(第 42 図〉

Huber-Pestalozziく1941): S.116， Abb.164. 

Pascher (1913) : S. 41， Fig. 65. 

川村多実二(1918): 1~'3 頁、第 208 図、

細胞は単独で浮溺:生活ずるσ 形は長楕円形、紡錘形、倒卵形等可成り変化に富み、前端は一般に

広く丸いが、後端は短くて尖るもの、後端が少しく伸び、末端の丸いもの、可成り細長く伸びて、

しかもその末端の丸いものなどがあるO 体の表面は屋瓦状l乞並んだ桂酸質の円形の小板にて包まれ

ている。そして二の小板には細長い針がついているのが普通である。との針は多数あって、長さは

すべて体長ほどか、それよりも更に長い。体内tc2個の壁立、黄褐色の色素体を有するが、眼点を

有してい危い。体の前端にある 1本のl臨毛は‘体長位の長さを有している。体長30-5如、体幅 10

-15.I..to 

本種に近似せるものに111.caudalαIwanoffがある。とれは体長の小板が卵形をして居れ休の

幅がより大きい (2J-30p)ので M.fa8tigαtα と区別されるの
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Mfiα8tigataは、北ドイヅ及びペ Jレギーでプランクトン中に見出されている。

横断観測の材料では、 9月から 12月に至る聞に見出され、 9月の IV地点の 10-21m層忙最も多

量に出現した。

e. 双帯鞭藻類

29. Ceratium hirundinella (0. F. Muller) Schrank 

く第 43-46 図〉

G. Huber .Pestalozzi (19叩1): D踊 Phytoplanktondes SUS3W踊 sers.3. Teil. Thienemann's Binnenge-

wasser. Bd. I"Vl， Teil3. S.2ω-280. 

αrαlium 属は約 80 種を包容しているが、その大部分は海産で、淡水~'-産するものは 4-5種に過

ぎたい。その淡水産 Ceratiutnの中で、 C.hi rundinell uは故も広く分布し、池や糊のプランクトンと

なって問現ずる普通種である。しかし C.hiru吋叩clla~は非常紅型が多〈、夫々の湖沼~は、皆

夫々に特有た型のものが生活していると言つでも過言ではたい程であるO しかしそれ等の多数の型

を整理してみると、数個乃至 10個ばかりの基本的友型に統合分類するととが出来る。例えぽ H.

Bachmann (1911戸は7型を区別したが、最近 Huber-Pestalozzi (1950)は Fr.Schroder (1918) 

の先の型分類を基礎として、更に 1新型を加へ、結局 10型を設けている。

との Schroder 及び Huber-Pestalozzi両氏による 10型に照らして、琵琶湖産の Ceralium

hirundinefl，αを検するに、その Furcoides型に最も近い。

即ち琵琶湖産のものは、後角(Antapikalhom)が前角(叉は頂角、 Apikalhorn)と殆んど同方向

に伸長しているからである。しかし後赤道角(Postaquatorhlhorn)は、や h 外方佐向っているの

で、 Furcoides型の代表者である c.hiru1tdineUa fa. furcrrides (G. Entz (1927)柑の o.furn 

抑 制ile在しているもので、海産の C.furcα(E.) Duj. ~近似せるもの〕とは一致しない。又

Silesiacum型 (0. hù~undinella fa. 8il( si(J倒的は、後赤道角が琵琶湖産のものと同じ程度忙外方

忙向っているが、後角は前角と同方向に伸びてい友い。結局 FurcIJideヨ型と Si1esiacum型の中

聞に属するものであろうか。倫ほ琵琶湖産の c.hiurndin' llaの著しい特徴は、前角の基部両縁に

鋸歯状の小突起があって、そとに薄膜を張っていることである。

との点は海産の CeratiumtripoB， O. torrectum， C. mα8f;，.'iense var. armαtam， C. interlnediumた

どに似ている。かかる有膜前角を有する C.hirundinellaは未だ何処からも知られてい友い。琵琶

湖産のものは、明らかに 1新型をたすものである。

琵琶湖産の C.hirundindlaでは、補助角、一名第四角 (Akzessori配 hesHorn， 4 Hom)を

有する個体E 所謂4本角個体は、夏季 (9月)と冬季 (12月)に少数出現する。夏季の個体は一般

に小型で、短く(体長 140-150p)、幾分 C.braehycel'08 v. Daday ~近い形をたすが、冬季の個体

は一般に大型で、長い(体長 180-190p)。

* H. Bachmannく1911): Das Phytoplankton des Susswassers， mit besonderer Berucksich-

tigung des Vierwaldstattersees. Luzern. 

林 G.Entz (1927) : Studien an Susswasser-Ceratien. Arch. f. Protistenk.， Bd. 58， S. 344-440. 
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横断観測の材料では、 1年を通じて各月とも多かれ少かれ見られたが、 1-4月の聞は極めて少

い。しかして最も多量に浮散するのは 7月である。

総合開発調査の材料では、各区とも出現を見たが、出現率は第 1区と第4区は比較的少かった。

多量に出現したのは、第2区の彦根、長浜両市問、第3区の今津町附近、第4区の高島町附近であ

った。との結果から見て.O. hirllndinellaは比較的富営養の箇所に、より多く出現するものの如く

である。

f. 線藻類

30. Sphαerocystis Schroeteri Chodat 

(第臼図〉

Bachmannく1911): Da'3 Phytoplankton des Sussw掴 sers.S. 193--194. Tafell. 

Smithく1920): P.101-102， Pl.19， Fig.3， 4. 

細胞は球形で， 8-10μ(充分成長せるもの)、 4・-8-16-32個の細胞が集つも小群体を形成

し、小群体が更に幾っか集って大群休を形成するの小群休は直径が30-50μ.大群休は 150x200μ

位tz:怠る。群体を形成する各細胞の周囲には透明た粘質鞘が見られ、叉2細胞或は 4細胞を包む透

明粘質鞘、更に小群体全体を包む透明粘質鞘も認められる。若い細胞では、葉緑体は杯状をたし、

壁立で、 1個のピレノイドを備えているのがよく分かるが‘老細胞では葉緑体は細胞内全体に拡が

れ且つ同化澱掛がたまって、内容が分かりにくくたる。

スヰス、 ドイツ、北米合衆国等の湖沼tz:浮・瀞して産す。

横断観測の材料で、 1-4月、 7月、 12月に見られた。

31. Eu品川nα elegαnsEhrenberg 

(第 50ー 52図〉

A. Pascher (1927) : Volvocales. Pascher's Susswasser-Flora， Heft 4. S.44ι-441， Fig， 394---401， 

Smith (1920) : P.96， Pl. 19， Fig.1. 

16-32-64個の細胞が互に等距離に離れて透明友粘質の周壁に並び、 中空の球形叉は僅かに長

い楕円形の群体を形成する。各細胞は 2本の等長の鞭毛を有し、との 2本の鞭毛は粘質壁を並行し

て通過して群休の表面忙出で.左右に拡がるσ各細胞には 1個の杯状葉緑休を含むの葉緑休には数

個のピレノイドがある。 1-2イ阿の仲綜胞と 1個の限点を備う。細胞の直径は 10-1如、群休の大き

さは 60-100μヲ

世界広分布種、軟水の池や湖の浮語学植物。

横断観測の材料では、 3-11月の聞に問現し、 7-8月頃が;最も多い。通常沿岸部に現bれる。

総合開発調査の材料では、第 1区を除いて、各区に広〈出現するが、特tz:多いのは第2区の彦根

市附近及び姉川尻、竹生早崎問、第3区の海津・川上村問、第4区の安曇川尻、白髪、木戸村附近

である。第 1区は野洲川尻以外には殆んど出現し友かった。
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32. Volvox aureus Ehrenberg 

く第 53 図〉

Pascher (1927) : S.467-468， Fig.415a， 417， 418， 419， 421， 422， 425. 

Smithく1920): P.98-99， P1. 18， Fig.2. 

群体は球形で、それを構成する細胞の数は比較的少く、 200-1000個。各細胞は細い原形質網で

連絡されている。細胞は群体の周壁l'Ll層をとして並び、群体は中空であるO 細胞は側面から見る

と卵形、上面から見ると円形.等長の 2鞭毛、 1イ同の杯状葉緑体(通常 1-2個のピレノイドを有

す)、 1 個の眼点、 2個の伸縮胞を有す。細胞の直径は 5-8/1.群体の大きさは 200-50011•

世界広分布種。

琵琶湖では副湖盆に春夏の候に多数出現するが、主湖盆では稀で、総合開発調査の材料中、愛知

川尻のものに僅かに認められたに過ぎ友い。

33. Pediastrum Biwae Negoro 

く第 47-49 図〉

K. Negoro (19臼): Pediastrum Biwae spec. nov.， eine neue planktiscl-_e Grunalge aus dem 

Biwasee (印刷中).

琵琶湖に浮滋して多量に産する Pedi，αstmm属藻類は、すぺτ一見して Pediαstrumd'll〆exMeyen 

の如くであるが、とれを詳細に検すると、 P.d'Uplezとは全く異って、周縁部和|胞の突起が唯 1本

である。従ってとれは明らかに A. Braun (1855)の設けた Monactinium亜属 (P.81mplex群〕

に属するもので9るが、隣り合う細胞の突起が互に轡曲して相近づくか、又は相離れて、 P.duplez 

k類似した婆を止するものであって a 新種であるととは確かでbる。

よって著者は之に P.Bi叩 eと命名した。しかして全体の細胞がヂ寄せて細いものを var.t uuト

gulatum，中央部細胞が膨大して卵形を呈するものを var.Otαt'umと名づりた。 var.tr:anqlllαtWJIは

基本種と同程度位に多いが、 var.ovatumは之等より透・かに少いのシノピウムは 16，32. 64細胞よ

Pたるが‘ 32細胞より構成されたものが多く、大小の空|涼を有し、直径は 110--230μ である。細

胞膜は表面に細点を有す。シノピワムは円形.叉は楕円形で、 1層より成り、扇平であるか、健か

に轡曲する。

本種はその 2変種と共t亡、琵琶湖以外では琵琶湖の北方に近接して存する余呉淑に可成り多量に

出現するが、その他では琵琶湖排水前川の周辺部の池?自に僅かに発見されるに過ぎたい。宇治川・

淀川は、本藻を大阪稿、まで多量に運び流している。

今回のプランクトン研究では、便宜上 2変種を区別せすτに、全体を P.B.waeとして取扱った。

横断観測の材料では.1-2月は極少量で、殆んど皆無に近いが， 3月から湖岸部で増加し始め、

7月tz:至って全体に拡がり増して‘ 8月には最大の繁栄を示し、それがほぼ9月にまで継続する。

10月以降や h 少くたるが‘ y(J'.全体にわたって 12月まで浮滋する。

総合開発調査の材料では、全区rcJbたって本糊盆の到る処に遍く出現する。しかし特に多かうた

のは、第 1区の伊庭内湖(中ノ湖)の淑への関口部附近去、第吉区の余呉川尻から塩津・菅浦・大
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浦を経て大崎に至る問、即ち湖の最北部とであラたヲ

34. Oedogonium sp. (sterile) 

く第田， 59図〉

上下両端で太さのや孟異った円筒形の細胞が多数に端と端でー列l'C連結して.分校し友い、長い

糸状休を形成する。細胞は幅 2-4μ，長さ 18-40μ。所謂 11帽" (Apic 1 cap) は単純で層をえにさ

す吉、叉生殖器官を形成したいの

琵琶湖主湖盆では， 1年を通じて常に可成り多量に、浮砕するが、比較的l'L多いのは 4--9月の聞

で、その中でも 6月が最も多い(横断観測の材料による)。

総合開発調査の材料では‘第2区の犬上川尻から彦根・長浜を経て余呉川tz:至る問、第4区の高

島町より北小松に至る問に出現した。

g. 不等毛類

35. 8otryococcus 8raunii Kutzing 

く第 55-57 岡〉

A. Pascher (1925) : Heterokontae. Pascher's Susswasser-Flora， Heft 11. S.91一回， Fig. 71-75. 

Smith (l92(り:P. 84， PI. 15， Fig. 5. 

細胞は楕円形乃至卵形で、直径6-7μ，長さ 8-10μ。杯状をたい黄緑色を呈する色素休を 1個

有ず。との色素体はピレノイドを有してい左いδ 同化形成物は赤味を帯びた油滴で、とれが細胞中

tz:貯蔵されると.細胞全体が赤褐色に見えるの多数の細胞が周縁に 1層に並び中空の塊状群休を形

成ずる。群休は円形.楕円形.乃至不規則友形をたし、単独であるか‘ 2乃至多数の小群休(単独

群休)が、弾性を有し透明左粘質網で連って不規則た大群休(複合群体)を形成する。単独群体の

大きさは 50-15:1/).，複合群休は 1.5mm以上にも達ず。

本種は通常不等毛類 (Heterokontae)に編入されているが、所属は向ほ充分明らかでを.い。

世界広分ギIJ種で、湖沼に浮漉して産するが、その生態に関しては未だ殆んど確かた事が何も知ら

れていたい。

横断観測の材料では、 5-8月及び 11-12月tz:fH現し、 5月が最も多く、 8月がそれtz:次いで多

かった。 5-7月は単独群体のものが多く、倖・かに 2-・11[/司の小郡休の連結して成れる小複合群休が

見られたが、 8月は単独群体も向Jま存ずるが.犬複合群体をなすものが多く、 11-12月は再び単

独砕休が主で、小複合群体が僅かに見られたのみである。

総合開発調査の材料では、第3区の塩津附近に僅かに児られたのみである。

h. その他

以上の他、極稀ではあるが.次の様友ものが認められた。い宇れもプランクトン中に、湖岸部や

件入河川から運ばれて混入したもので、琵琶湖主湖盆のプランクトンの主要た構成員ではたい。

1) Meri'1fnop(d:ぬかtnC{atαMeyen(藍藻類)
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総合開発調査の余呉川尻に出現。

][) Ni;倒的向 sp.(桂藻類)

横断観測の 2月の lV地点及び3月の E地点に出現。

J[) AnldstrodesmulJρlc叫畑 (Corda)Ralfs (緑藻類)

横断観測の 2月の V地点に出現。

LV) PandorillαmOf'ltm CMuller) Bory (緑藻類)

総合開発調査の姉川尻に出現。

V)伽・rogyrlαsp.(sterile) 

総合開発調査の第4区安曇川尻及び高島町附近に。

VI)ゐellt:desmu8sp. 

総合開発調査の第 2区大野川尻及び彦根市附近に。

B.動物

a. 根足虫類(原生動 物 )

1. Difflugiαbiωae Kawamura 

第 60 図

川村多実二(1918):日本淡水生物学、上巻、 114-115頁、第174図

北隆館く1947):日本動物図鑑〈改訂増補).1735頁、第4855図、 (JlI村〉・

本種は川村多実二氏が大正7年 6月、その著「日本炎水生物学.上巻」中t亡、新種として発表せ

られた有殻アメーパ類 (1hecamoebaea)の 1種で、琵琶湖特産のものである。

殻の形は中央主部はほぼ紡錘形で、後部は細長く円柱状となって延び、モの末端は少しく尖って

封じ終っているが‘殻の前部は盃状にたって拡がり、波状l'l:轡曲した唇縁を以て広く閉口しているo

殻は外表面l'l:細砂を密着せしめ、半透明乃至不透明である。殻の長さは 300-400μ。本体は殻の中

にあってアメーパ状で、 1乃至数本の細長い棒状の虚足 (Pseudopodia)を出して旬旬する。

川村多実二氏によると、本種は琵琶湖の深底に棲むものであるが、 9月中旬より 11月末に至る

間.即ち秋季に、多量沖部全面に浮滋して現れる。しかし年によって 7月中に短期間出現を見ると

のととである。

著者の今回の研究では‘横断観測の材料に於て、す月から 11月の聞に現れ、特に 8.9.10の 3

ヶ月聞に多い。 8月の I地点及びE地点の表層部、 10月の E地点の表層部に特に多量に出現した。

叉 7月は I地点の表層部のみに‘ 11月はV地点の表層部のみに出現した。 8.9.10月の最盛期には

深層まで分布する。

総合開発調査の材料では、第2区及び第3区にのみ出現した。

2. Difflugia brevicolla Cash et Hopkinson 

く第 61， 92， 93 図〉

J. Cash and J. Hopkinson (1909) : The British freshwater Rhizopoda and Heliozoa， vol. 1， P.38， 

内
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Pl. 19， Fig. 12， 13， ; Fig. 55 in text. 

川村多実ごく1918)・日本淡水生物学、上巻、 117頁、第181図

殻の主部は円形乃至楕円形で、それに可成り高い明瞭友擦が開口部に附いている。襟の上縁は

金縁であるととは稀で、多かれ少かれ 1箇所で欠けている。襟を含めた全体の長さ(高さjは 50-

7旬、主部の幅は 40-50μ、襟の高さ 8-1初、燦の幅(関口部の直径)は 23-28μである。 殻の

外表面には不規則に砂粒が密着している。本体は関口部より 1乃至数本の棒状の虚足を出す(川村

多実二氏の図による、著者は未だ本体を確見してい友い)。

川村多実二氏 (1918)は、琵琶湖産の木種を D妙1ufj臼 brev{cl)llttCashと同定して居られるが、

Cash及び Hopkinson両氏の原記哉とは完全に一致したい。そもそも D'.JJI'Llg1'αlrevicolla Cash 

et Hopkiusonは、殻の主部が球形であるとと(琵琶湖産のものは、精楕円形であるととが多い、

襟が余り高くはたし上縁が欠けて居たいとと、殻がより大であるとと(主部の直径 70-9旬、開

口部の直径 35-40μ)たどによれ琵琶湖産のものとは多少具る。著者は琵琶湖産のものは恐らく

新種であろうと思うが、以上の様友疑問を附した上で、情ほ暫く従来の偉に Dffl'tlgia brevr'cou，αと

して置くととにする。

横断観測の材料では、 2月、 7月、 9-12月に問現したが.浮・挽生活をたず最盛期は 10.11月の

候で.しかもとの頃は特に表水屑に限られている。

総合開発調査の材料では、第3区及び第4区、特に第4区t亡多く出現したっ第 2区はとれ等/ir:次

いで可成り多かった。

3. Arcella vulgαris Ehrenberg 

〈第 63 岡〉

W. Schoenichenく1927): Einfadste Lebensformen des Tier-und Pflanzenreiches. 5， Aufl.， Bd. J， 

S. 107， Taf.9， Fig. 10. 

川村多実二く1918): 117頁、第189図

北降館(1947):日本動物図鑑、 1733頁、第4848岡 CJII村〉

殻の高さ 36-7旬、幅 70-100，u， 開口部の幅 12---48ん

世界広分布種、水草の問tc.叉泥土上t亡。

総合開発調査の材料に於て、 UC2区の三津屋附近、第4区の本庄村附近に出現した。

4. Centropyxisαculeatα(Ehrenberg) Stein 

く第 62 図〉

Schoenichenく1927): S. 108， Abb. 589. 

川村多実二(1918): 117頁，第189図

北降館く1947):日本動物図鑑、 1734頁、第4852図。11村〉

殻の高さ 36-8旬、長径 70-150μ。椋の長さ 2:)-60μ。

世界広分布種‘水草の聞に。

総合開発調査の材料に於て、第 1区の日野川尻友び兵主村附近、第ヨ区の大野川尻tc出現した。
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5. Acanthocystis chα針。']JhorαLeidy

(第 64 図〉

J. Leidy (1879) : Fresh-water Rhizopods of North America. P.264---265， PI.43， Fig.I-6. 

川村多実二(1918): 119頁、第198図

原形体は球形、淡緑色、緑色粒と無色粒とを混す=。核が中心にあるが、周囲の頼粒で明瞭でたい

ととが多いの珪酸質の 2種の針状線を放射す。太く長い林は 20-60μ、細い林は.ほぽ体の直径に

等しいか、それよりも若干長い。体の表層部は細菌状の粒子の集った状況を呈す。体の直径 48-

100μ。

北米フイラデルフイア附近の池沼の水草聞に。

横断観測の材料に於て、 10-12月の聞に、殆んど常に lJfallo1llonas Jc st1'gatαと共に出現した。

大抵は表層に児られたが、 11月には IV地点の深層 (20--40m)にも出現した。

b. 繊毛虫類(厚生動 物 )

6. Tintinnidium fluviαtile (Stein) S. Kent 

Syn. : Tit~ttnn L(8 .fluviatile Stein 
(第 86，87図〉

Schoenichen (1927) : S.226， Taf.13， Fig.3. 

w. M. Rylov (1偲5): Das Zooplankton der Binnengewasser. Thienemann's Binnengewasser， Bd. 

XV， S. 30--31， Taf.l， Fig.5. 

Y. Hada (1939) : Fresh water Tintinnoinea in ]apan. Transact. Sapporo Nat. Hist. ~oc.， VoI. 

X VI， P.38--39， Fig. la-c. 

北隆館く1947):日本動物図鑑、 1705頁、第4'l73図 ο11村〉

殻 (Lorica)は円筒形で、一方が封がれた袋状を友し‘開口部の唇緑は不規則である。殻の外面

には砂粒が多数密着している。殻長 80ー 100μ.殻幅 30-40μ。本体は無色の長倒円錯・形を左し、

後端は仲びて細い柄の如くたれ先端で殻の内壁に固着す。体の後端の柄状部は伸縮をたす。体の

前端周縁に十数本の趨状繊毛束を有す。

世界広分布種で，通常糊のプランクトンと友って表層に棲むも、叉池汗Itz:も出現す。多くの湖で

は夏季tz:出現するが、或る少数の湖では冬季に最大の増殖を示すととがあるの

横断観測の材料に依れば、 2-5月及び 11ー 12月の両期に出現し、表層tz:多いが、叉深層にも及

ぶととあり os-4月及び 12月IJ).特tz:多い。

7. Tintinnopsis crα!erα(Leidy) Hada 

Syn. : DilJlugia crateTa Leidy， 

Godo71ella f!rait:T<α(Leidy) vorce et ~ ofoid， 

Oodoyul!a lacw~tr白 Entz，

Tintinnop81'S lacustris Brandt. 

(第 88-91図〉
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Hada (1939) : P.40-42， Fig.4a-d. 

Rylov (1935) : S.31-32. Taf.1， Fig.6a-c. 

川村多実二(1918): 143頁、第224図

鼓はうすいキチン類似質よりたれ倒にした釣鐘形、外面に砂粒を附着せしめている。穀の縁は

数段の輪状tL浅く溢れて、擦を形成す。殻長 40-12旬、殻の開口部の直径は 30-42μ。

ヨーロヅノ之、北米、アタアに広く分布す。貧営養糊tLも宮営養澗にも出現す。通常夏季tc沖部表

層t'C浮散するも、稀に冬季tL著しい増殖を示すととわりの

総合開発の材料に於て.第2区の彦根市附近及び姉川尻・竹生早崎-問、第3区ω塩津・大崎問、

第4区の高島町附近に出現した。

c. 輪虫類(輪形動物)

8. Synchaeta stylatαWierzejski 

(第 65，84図〉

Schoenichen (1527) : S. 363， Abb， 899. 

Rylov (1935) : S. 42-43， Taf. 3， Fig， 19. 

川村多突二(1918)・ 187頁、第271図

北陸館く1947):日本動物図鑑、 1414頁、第3996凶 CJlI村〉

体長 240-300μ夏季湖沼のプランクトンとして出現す。卯は直径約百μ.被殻上に多くの赫毛

を射出す。株毛の長さ約 20μ。

横断観測の材料では、 5月及び 7月の表屑に問現したの卵は 2月の E地点及び E地点の表層に.

5月には全地点に分布し、 lV地点では 40mの深所士で見出されたσ

9. Polyarthra trigla Ehrenberg 

Syn. :昂lY'αTthrαplafypteraEhrenberg. 

(第 66 図〉

Schoenichenく1927): S.365， Taf.15， Fig.1. 

Rylov (1935) : S. 44-45， T?.f. 4， Fig. 22， 23. 

川村多実二(191め:189頁、第275国.

北陸館(1947):日本動物図鑑、 1413頁、第3994閲(川村〉

体長 120-160I.lo世界広分布種。 真性浮滋動物で、犬湖から池沼、瀬水tc至るまで出現す。官

営養湖にふ貧営養湖tても産す。殆んど 1年を通じて出現するが、麹の様た附属器は季節的tc広狭

変化を示す。

横断観1m;の材料では、殆んど 1年を通じて問現したが (1月、 4月には日られえにかった)、 5月比

は沖部まで分布し、最も多かったσ総合開発調査の材料では‘第 1区の南部と.第 2区の殆ど全域

と、第3区の大irIJ附近と百瀬村附近、第4区の高島町附近に出現し、第 2区が最も出現率が高かっ

た3
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10 Trichocercαcapucinα(Wierzejski et Zacharias) 

Syn. : Ma~tigoefmω C1P'lCi1ia， Wierz. et Zach.， 

Ma8tigoc?l'<."a /Wd80ni Lauterborn， 

Rattulufj (伊ucinuiI(Wierz. et Zach，) 

〈第 96 図〉

Schoenichen (1927) : S. 395， Abb. 959 

Rylov (1935) : S. 50， Taf. 4， Fig. 34. 

川村多実二 (1918): 189頁、第280図

北隆館(1947):日本動物l週鑑、 1411頁.第3939図 (111村).

体長は頭帽を除いて、 240--'300μδ 頭帽の長さ 80μコ両祉の長さが甚しく異り、左断.は長く、僅

かに轡曲するのみであるが.右白1:は短くして、甚しく轡曲し、横に左祉をとりまく。左1M:は 100μ

前後。

池沼にも産するが.通常湖のプランクトンとして、夏季表層tc出現する。

11. DiurellαstylatαEyferth 

Syn. : Rα'aUul'llω8 b“陥4“e】官T何...，焔7

a必(asti柳g伊'OCI伽e酎rcaωα b肋4針仇r仰oω~t舟刺tか削'fi，的i品'8 Mink， 

M倒 l'i'gcercαllelcr06tyllαDaday，

MastigoceJ'ca bl，α，'Ilci Lindei 

(第 97--99図〉

Schoenichen (1927) : S.411， Abb.980. 

Rylov. (1935) : S_ 4ι-49， Taf. 4， Fig. 29， 32. 

川村多実二(1918): 189頁，、第277図

体長 180← -200μ。 両陛の長さは殆んど等し1ハ(右祉の方が左祉よりも僅かに短い)0 Il.d:の長さ

60-80μ3 

池沼及び小糊に夏季tc普通に出現す。

Triclwcereaωp'llCU仰と Diarellad~'I(L如は共t亡、琵琶湖のプランクトン中に出現するが、両者は

一見形態がよく似ていて.簡単に区別し難いので‘ととでは便宜と両者を合せて、その出現を検し

た。両種夫々の生態は、後日詳細に調べるととにする p

横断観測の材料では、 5，8， 11. 12月に現れ、表層のみでたしに‘深層にも分布する。

総合開発調査の材料では‘第 1区の日野川尻、兵主村、野洲川尻に、第 2区の柳川、彦根、大野

川尻、長浜、姉川尻、余呉川尻t亡、第3区の塩津、大崎.海津に、第4区の新儀付に出現した。

12. Chromogαster ovalis (Bergenda]) 

Syn. : .Anapu8 ovalis BergendaJ. 

(第 70 図〉
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Schoenichenく1927): S. 472， Taf. 16， Fig. 19. 

Rylovく1935): S. 54-55， Taf. 5， Fig. 39a-b. 

山元孝吉く1951):日本陸水産輸虫噴くの、陸水学雑誌、第15巻、 83頁、第63図

広分布種で、湖沼のプランクトンとして、大抵夏季に表層tL.現れる。体長 0.15-0.2mlfio

琵琶湖では主として 8-12月に出現し、表層のみで友しt亡、深層にまで分布する。

13. Euchlanis dilatαtαEhrenberg 

(第 72 図〉

Rylov. (1935) : S. 52， Taf.5， Fig.37. 

川村多実二(1918): 193頁、第287図

北隆館く1947):日本動物図鑑、 1410頁、第3984図くm村〉
世界広分布種。湖沼の岸にも沖部にも産す。 1年を通じて出現するも、特tL.夏私に多い。体長

300-350μ。

総合開発調査の材料に於て、第 2区の長浜市附近に出現した。

14. Keratella cochlearis (Gosse) 

Syn. : Anuraea cochlearis Gosse. 

く第 94，95 図〉

Schoenichenく1927): S. 466， Taf. 16， Fig. 14. 

Rylov (1935) : S. 71ー 73，Taf. 8， Fig. 74; Taf. 9， Fig. 77. 

川村多実ごく1918): 197頁、第312図、第313図

北隆館(1947):日本動物図鑑、 1404頁、第3鉛6図 υ11村〉

山元孝吉く1952):日本陸水産輪虫頃く7)、陸水学雑誌、第16巻、 2ト 26頁、第73図

練を除いた背甲の長さは、約100μ。

世界広分布種で.湖、池、瀦水等いたる所tL.産す。真浮俳性輪虫類の一つである。 1年を通じて

出現するも、最高の繁殖期は温暖の候で‘背甲後端の椋は一般に夏季に短縮す。叉概して背甲は冬

季に大きく、夏季に小さい。

横断観測の材料では、 4-5月及び 8-12月の間tL.出現し、 5月、 9月及び 12月が最多であった。

総合開発調査の材料では、各区にわたって、広く出現したが‘特に多量で著しいのは第 1区の長命

寺山附近、第 2区の長浜市附近及び余呉川尻、第3区の塩津、海津、及び今津町附近であったσ

15. Ploωoma truncatum (Levander) 

Syn. : G，α8trQ8Mza truncαtum Levander 

(第 68，69図〉

Schoenichen (1927) : S.471， Abb. 1033， Taf.16， Fig.17. 

Rylov (1935) : S.81， Taf.11， Fig，90， 91. 

川村多実二く1918): 197頁.第309図

北隆館く1947)~日本動物図鑑、 1403頁、第3964図 ο11村〉

山元孝吉く1951):日本陸ノk産輪虫顎く6)、勘k学雑誌、第15:巻、 82頁、白図
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体長 2JJー30()μ3湖沼のプテンクトンとして世界に広く分布す。主として夏季に出現ヲ

横断観測の材料では、 5月から 10月I'C至る聞に出現し、 6.7，9月I'Cは 20-40m層に昆出され

た。総合開発調査の材料では、各区に出現したが、第3区及び第4区(急深の西岸)には甚だ少し

第 l区及び第 2区(遠浅の東岸)に多かった。特に多く出現したのはも第 1区の長命寺山附近、日

野川尻、野洲川尻、それに第2区の姉川尻であった。

16. AsplαnchnαpriodontαGosse 

く第 67 図〉

Schoenichenく19Z1): S. 353， Abb. 891; Taf. 14， Fig. 1 D. 

Rylov (1935) : S.82-84， Taf.11， Fig.94-96. 

川付多実二く1918): 187頁、第268図

北1盗館(1947):日本勃物亙瞳、 1414頁、第3998図。I1村).

世界広分布種で、主として湖のプランクトンとして出現するも、又小池沼にも(gず。

体長 0.5-1.5mm。

横'折観則の{寸科では、 1，2. 5. 7， 8. 1)， 11， 12 月に出現し、 8 月の E 及び[v地点の 2~)--40m 層

に最も多かった、総合開発調査の材料では、第 1区の伊庭内湖関口部附近にのみ見出された。

17. Conochilus unicornis Roussekt 

〈第 73 図〉

Schoenichenく1927): S.337， Abb.861. 865; Taf.14， Fig.10. 

Rylovく1935): S. 86， Taf. 12， Fig. 106. 

川村多実二(1918):187頁、第265図

北隆館く1947):日本動物図鑑、 1417頁、第4005図 CJII村〉

成長した♀個体が 2ー詩集って、球状の群体を形成して、湖の沖部I'C浮灘する。 個体の体長は

30伽内外、群体の直径は 0.5-1mm。

広分布種。

横断観測の材料に於て、 5.6， 8 Jjに出現し、 8月忙沖部まで分布して最も多量であった。総合開

発調査の材料では、彦根市附近にのみ見出された。

18. Filinia 101昭isetα(Ehrenberg)

Syn. : Tria1thra 10Tlgiseta Ehrenberg. 

Schoeniche'， (1927) : S.367， Abb.904. 

Rylovく1935): S. 90， Taf. 12， Fig. 111， 115. 

北隆指(1947):日本動物図鑑、 1413頁、第3995幽

体長 15Jμ内外、 3本の附属器を有ずの

世界広分布種、湖及び池t亡、大低 1年を通じて出現するも、初夏及び秋に多い。

総合開発調査の材料に於て、第 2区の彦根市附近に見出されたのみ。
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19. Pedaliαmira Hudson 

(Pedal:白均 聞かumHudson) 

く第 75.76図〉

Scho凹 ichenく1927): S. 473. Taf. 16. Fig. 20. 21. 

Rylov (1935) : S. 92-93. Taf. 13. Fig. 120. 121. 

川村多実ごく1918): 197頁、第317図

北陸館く1947):日本動物図鑑、 1403頁、第3963図(111村〉

長短数本の腕の如き突起物を有す。体はとの突起物を除いて、 350-400μ。

広分布種、通常池沼のプランクトン止して出現するが、稀t亡糊の沖部tc産す。本邦では夏秋の候

琵琶湖、霞ヶ浦、諏訪湖等忙浮滋して昆られる。

横断観測の材料に於て、 9月の[地点に見られたのみ。

著者の研究によれば.本種は伊庭内湖(中ノ湖)に可成り多く産す(未発表)。

20. Testudinella pαtinα(Hermann) 

Syn. : Pterodinαpαtirm o. F. MuIIer 

く第 77 図〉

Schoenichenく1927): S. 455. Taf. 16. Fig. 10. 

川村多実二(1918): 193頁、第:294図

北隆館(1947):日本動物図鑑、 14佃頁、第3979図。11村〉

体長200μ 内外。到る所の浅き池沼の水草、蘇類、藻類聞に発見せらる。

横断観測の材料に於て、 5月及び 10月のいす=れも V地点に出現した。総合開発調査の材料では、

第 3区の藤ケl崎に僅かに発見せられた。

21. Pompholyx complanata Gosse 

〈第 71 図〉

Rylovく1935): S. 93-94. Taf. 13. Fig. 124-126. 

川村多実二(1918): 193.頁、第:291図

山元孝吉く1951):日本陸水産檎虫顎 (6)、陸水学雑誌、第15;巻、 85頁、第:69図

体長 70-90μ 。世界広分布種。主として池沼のプランクトンとして出現し、稀に大糊の沖部忙

も産する。池沼では大抵暖い頃に出現するが、湖では冬季にも発見されるととがある。秋t亡卵を形

成する。

横断観測の材料に於て、 1，2， 3， 5， 7， 8， 11. 1~ 月に出現した。 2 月の I 地点に最も多かったが、

1月は極少であった。

d. 枝角類(節足動物、甲殻類)

22. Diαrphαnosoma brαchyurum (Lievin) 

(第 78 図〉

上野益三く1937):甲殻畑、餌脚目、三省堂、日本動物分類、第9巻、第 1編、第1号、 41-42頁、第26図
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北陸館く1947):日本動物耳鑑、 874頁、第2印2図く上野〉

Rylov (1935) : 5.105-106， Taf.14， Fig.137. 

体長♀ 0.8-1mm.合 0.8mm内外。

新旧両洲の中北部の淡水に広〈分布し、本邦では北海道、本州、九州、lに分布する。台活、にも産す

るが、北海道以北には未tc発見されていたい。

浅い池沼より大糊tc至るまで広く分布しているが、特に富義湖沼に勝しい。温水性で、初夏から

中秋tc亙って盛に増埴する。

横断観測の材料では、 5月から 12月の聞に出現し、 7}j及び9月の E地点の表層に特f'C多かった

が、 10月に怠ると1O-20m層にも可成り多く、 11月になると 20-40m層に専ら密集していた。

12月も 20-40mtc多かったの

総合開発調査の材料では‘ 各区に出現したが. 第 1区には比較的少〈、特に多量tc出現したの

は、第2区の彦根・長浜両市附近、第3区の百瀬村、第4区の安曇川尻及び鴨川尻であった。即ち

琵琶湖でも、比陵的富営養の所に多く出現するととがbかる。

23. Daphniαpulex bi即 αe耐 isueno 

(第 82 図〉

上野益三(1937): 51--52頁、第35図

Dαplm“p1.llex (de Geer)は、世界tc広く分布する普遍種であるが、品種の発達が著しい。 Daphia

pulez UWleusio Uenoは琵琶湖固有の品種で沖部に浮悦生活を営む。殻は犬形で、無色透明、穀刺

は体長の約士で、真直である。体長は約 1.5mm夏季変水層以深に生活するの

横断観測の材料で‘ 4月のlV地点の 10-2010層t亡、 叉5月の同じくnr地点の 20-40m層忙発

見された。

24. Bosminαlongirostris (O.F.MulIer) 

〈第 80 図〉

上野益三(1937): 73ー 74頁、第58図3，4，第59図、第60図

北隆館く1947):日本動物図鑑、 878頁、第2515図(上野〉

Rylov (1935) : 5.136-138， Taf.18， Fig.192-195， 198，199 

体長♀ 0.4-0.7泊 m，t 0.4-0.5mm。

オーストラリアを除く、全世界のi謹水に可成り広く分布する。浅い池沼から大湖tz:至るまで‘プ

ランクトンとして広〈産するが、特t亡宮営養湖に多い。本州中部では初夏の候忙最も移しく発生す

る。大糊では特忙表層に多い。

琵琶湖には殆んど 1年を通じて出現ずる。但し今回の横断観測の材料では、 7-8月tc.見出し得た

かった。特に多いのは 4-5月で、 12月は1O-40mの深層に集っていたの

総合開発調査の材料では、本種の出現は殆んど第 1区のみに限られ、他では余呉川尻忙:見られた

のみであるσ

25. Bosminopsis deitersi Richard 
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く第 79 図〉

上野益三く1937): 76ー77頁、第62図

北隆館く1947):日本動物図鑑、 879頁、第2518図く上野〉

Rylovく1935): S.147-148， Taf.22， Fig.228. 

体長早 O.4-0.6mm。ヨーロツパ東部.アフリヵ、南北アメリヵ、フイリヅピン.支那、日本に

分布し、本邦では北海道の西南部より九州、lまで、可成り広く分布す。暖水性で、本邦中北部では晩

春より盛夏にわたって儲産し、冬季には見られたい。

総合開発調査の材料で‘僅かに第3区の大浦附近l'C見られたのみ。

26. Cαmptocercus rectirostris (Schoedler) 

く第 81 図〉

上野益三(1937): 91頁、第n図

北半球に広く分布す。体長 1mm内外。湿原瀦水、浅い池沼、湖の沿岸部に産す。

総合開発調査の材料に於て、第4区の本庄村附近tζ出現した。

e. :f主脚類(節足動物、甲殻類)

27. Eodiaptomus japonicus (Burckhardt) 

Syn. : Diα:pt()m.'.l8 japonic'U8 Burckhardt 

(第 101 図〉

伊藤隆(1949):淡水産ケy ミジy コ究員の見分け方、われらの生物学、第3号、 17頁、第9図

K. Kikuchiく1928): Freshwater Calanoida of Middle and South-Western Japan. Mem. Coll. Sci. 

Kyoto Imp. Univ.， Ser. B， vol.lV， ArticIe 3. P，74， Pl.21， Fig. 39-43. 

北陸館 (1947):日本動物図鑑、叩2頁、第25飢}図〈丸}I1)

体長♀1.1-1.4mm.6' l.O-1.2mm。休色は帯緑乃至帯青白色。本邦固有種で、関東、中部、

近畿、中国、四国に分イiiす。温水性で、広く平;地の大湖から小池l'C至るまで産す。

横断観測の材料について見るに、 琵琶湖には彩しく産し、 1年を通じて各月ともに出現するが、

1-::3月は少く、殊l'C3月には殆んどその姿を見たいが、 4月から急に増加し始め、 6-9月の候に

最大に達し、 10月から再び減少し始めるも、 12月に至っても向ほ相当量見られる。

総合開発調査の材料では、各区共に広く出現したが、特に多いのは第 1区の長命寺山附近、狭溢

部.第 2区の彦根・長浜両市附近、余呉川尻、第3区の塩津、大浦、百瀬村附近、第4区の安曇川

尻、鴨川尻等であった。

28. Cyclops vicinus Uljanin 

〈第 100 図〉

伊藤隆く1949):淡水産ケシミジシコ類の見分け方、われらの生物学、第3号、 22頁、第17図

Rylov (1935) : S. 208-ー209.Taf. 29， Fig. 303-310， 313. 

本種は G'!JClOp8slren'll'U8 l'C近似するも、後者に於ては第4胸節は側方l'C突出せす吉、叉肢の長さは
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幅の約4倍であり、第 1ー第4脚の外葉末節のJ線の配列式は 3，4， 3， 3，であるに反して、本種で

は第4胸諦は著しく側方に突出し、叉肢は長〈、幅の 6-8倍であれ・第 1ー第4脚の外葉末節の

赫の臨列式は 2，3， 3， 3であるたどの諸点で明らかに異る。

北隆館 (1947)の日本動物図鑑の 915頁、第 2618図に丸川久俊民によって Oyclopsstronuus 

Fischerとして示されたものは、本種に外なら友い。又先に菊池健三氏(1930戸によって、木崎

湖、青木湖、野尻湖、及び琵琶湖に産する Oyclol苅 s!ren'U.'u~ eして示されたものも、本種であろう。

体は灰白色、体長約1.7mm。ヨーロツパ、アジアに広く分布し、又カナダからも知られている。

本邦では関東から四国、九州まで分布し、大糊から小草の繁茂する小さい池に至るまで、普通に見

られる。

琵琶湖では前記品diα'PtomU8japoniC'Ll8 }::_共に普通に見られる榛脚類で、横断観測の材料による

と、殆んど 1年を通じて出現したが (2月には出現せすっ、最も多いのは 8-9月で、その前後4-7

月及び 10-11 月がそれに次いで多い。しかも本種は日中表層には少く、深層に多い。 8-~ 月の候

の日中は 20-40m層に最も多く棲息していて、 40-70慣がそれに次いで多い。

総合開発調査の材料では、各区にわたって広く出現したが、その出現率は Eodiaplomu8japonieus 

よりも遥かに少かった。 特に多く見られたのは第 1区の狭陥部、第3区の百瀬村及び今津町附近、

第 4区の高島町附近であった。

f. 端脚類(節足動物、甲殻類)

29. Anisogammarusαnnandlαlei (Tattersall) 

Syn. : Eo抑 制 明arusannandalei Tattersall 

〈第 83 図〉

北隆館(1947):日本動物図鑑、 8'0頁、第2378図く岩佐正夫〉

休長 10-15mm淡黄褐色乃至濃褐色。

北海道及び千島のfr1I湖に普通に見られるものであるが、琵琶湖で、は湖岸より 77mの深所までの

問に棲む。中支からも知られている。

横断観測の材料中、 9月のIV地点の 20-40m層に可成り多く出現した。

g. その他

以上に挙げた他に、総合開発調査の材料に於て、輪虫類の NotllOlcalabz8 Gosseらしきものが、

第4区の高島町附近に、又同じく輪虫類の Lepadelltαoblollgα(Ehrenberg)らしきものが、第8区

の余呉川尻、大崎附近、及び海津附近に出現した。

ミヅダニ類 (Hydracarina)の 1種の卵(楕円形、幅 65-80μ.長さ 100-120μ)と、幼生脱出

後の Glochidium状を呈する卵殻(卵膜)とが、横断観測の 4月と 6月の標本中tz:可成P多数に出

王且した。

* K. Kikuchi (19幼): A comparison of the diumal migration of plankton in eight japanese Iakes. 

Mem CoII. Kyoto lmp. Univ.， Ser. s， voI. V， No.l， Article 3. 
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4. 昭和 25年総合開発調査のプラ yタトン

各区の採集時期tLは、可成りの十れがあるけれども、とれを一応度外視して各区間の差具、各区

の特徴を論宇るととにする。従ってこの調査の材料のみを基礎として、琵琶湖主湖盆のプランクト

ンの水平分布花関して結論を下すわけには行かたいが、プランクトンの水平分布を大観する材料に

は成り得ると思う。

先づ植物性プランクトンに就いて見るに、全区を通じて出現するものは、 Mclosirarolidα， Steph-

anodiscllS carc仰 e118i8，αrαti'umItiru-ndinella， &αurastrum dursidentijもrwnvar. 0 rnatum， se，αura8 rum 

po)'adoxumJ Stα'Ll1'<ωtr'lJ.m limnetic'llm var. Burmen8e， Pedia8lr'llm Biwae，及びEudor加αeleg，α'.R8の 8

種類である。勿論各区で出現する頻度及び量に多少の差具はあるけれども、とにかく全域l'L出現ず

る点で、との 8種類の植物は、琵琶湖主湖盆のプランクトンの構成員として重要たものである。

第 1区及び第 2区、即ち東岸にのみ出現し、第 3区及び第4区、即ち西岸に出現したかったもの

は、 Melosirα variα即 ，Mel，ωira yranulαtαvar.αNgusti88imα:， .A.8terionella formoi!a，及び Dinobryo'R

cylindricumの 4種類である。 又第 1区のみに出現したものは、 D印obryo児 bαvaricumであるが、

Dinobryon cylindricum も亦とれに近い。何とたれば後者の第 2区での出現は、その南部、即ち第 1

区に接する附近に限られているからである。第3区のみに出現したものは、 Aph澗 ocapsael，αchistα 

var. o07lje吋αξ Gl，ωleri'llmacu!/Ldare var. lfubj:.TOnUmである。反対に第3区のみl'L出現せ守して、

他区にはすべて出現したものは .AttheyαZac，仇dαBiである。第 2区と第 4区、即ち本湖盆の北半部

にのみ出現したものは、 Oedogoniumsp.である。 第 1区と第 2区、即ち東岸部は、第3区と第 4

区、即ち西岸部忙比して、植物性プランクトンの構成種が透かに多い。

第1区の特徴は、 Dinooryoncylindricumと D.'bαI'aricumを、特に前者を、甚だ多く、そして A8t-

erionella .Jorm湖及び Afthe~'α Zaicl"αr，'，αs を多く、産するととであるo 第 2 区の特徴は、 A~the.qα

Zlch仰向討を甚だ多く、そして Ce'ì'，αt~匂m Mrundinellaと島ld，町 i7lαe1egαn8を多く産するととであ

る。第3区の特徴は .Aphanocαp8αelachi8tαvar.conferta と Glo~ler'Íu'抑制'ic'Ulare var. subprom.仰

を多く産し、 ..4ttheyαZachα1"1.'α8，'， Asteriollflta Jormoslα，及び Dinobr!'onの両種を産し友いととであ

る。第4区の特徴は AuheyαZαc. .".仰向siと Eudorinαdegαniを多く産するととである。

次l'L動物性プランクトンl'L就いて見るt亡、全区を通じて出現するものは、 ]{ eralell a cooh1倒的，

Ro回omαtruncatam，Diaphαn080mαbraohyurum， Eod押 印 刷l，siωnicus，及び Oyc，ゐpsvicin仰の 5

種である。第 1区のみに出現したものは、 A8plαnohna priodorttα であるが、 B08minαl07lgir08tirls 

の出現状況』も亦とれに近い。叉 Synchaetαslylatαの卵も殆んど第1区のみで見出された。第2区

及び第3区、即ち本糊盆の北半部にのみ出現し、第1区及び第4区、即ち南半部l'L出現したかった

ものは、 Diffiuyiabか・仰と Tmtirmopsお CTα[eraどである。第 1区には湖の狭臨部(即ち同区の最

南端)を除いては全く出現せ守、他の区には総て見られたのは、 Di.fjlugi，α恥吋ωlla である。第

4区には殆んど出現せす~他の区忙は総て見られたのは、 Polyαrthrat'tigl，αである。

第 1区の特慨は、 Difflug仰の両種及び TintinnopS!8cra匙仰を産せ歩、 BOflminαlongir08tr匂を産

町
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するととである。第 2区と第3区とは、動物性プランクトンに関しては殆んど状況tを等しくする。

但し Di.lJluVi:Jbrevicolla， Polyα'1'lhra t'1'igα， Plo伺omαt，羽:nc:tt'llm及び Di，αipli凶 1l側 mabrachyu'1'um. 

は第2区の方が第3区よりも、精々多い。第2区及び第3区の特徴は .Dijjlugia bi'側e 及び T~n

tinn明 isC)αter，α を産するととである。 第 4区の特徴は、 DiUl'l.lgiab.revieollaを多産するととで

ある。

5. 昭和 27年横断観測のプランクトン

昭和27年横断観測の材料を基礎として、琵琶湖本糊盆に於けるプランクトンの季節的変遷につい

て考察を加えるo

先す=各月各地点tc於けるプランクトン標本の、採集時に於ける湖水の温度と水素・イオン濃度、そ

れに加えてプランクトンの容量を、滋賀県水産試験場の報告普に基いて纏めてみると、次の如くに

たる。

*昭和 26年度滋賀県水産試験場研究概要報告く昭和幻年6月).(1-1) -く1-38)頁.

滋賀県水産試験場研究報告、第4号く昭和28年6月〉、 29-44頁.

採集月日 奪事地点水層深度 pH |芸品料備 考

(1) 1 0-5m 7.10-7.印 7.1-7.0 0.96 

(2) 1 0-10m 8.∞-8.51 7.1-7.0 0.24 
観測時間

{司 1 0-10m 8.00-8.却 7.1-7.0 0.10 
9.15-12.20 

ω1  10-20m 8.20-8.86 7.0-7.0 0.06 

信) 1 20-40m 8.86-8.66 7.0-7.0 0.02 湖上気温
1月 21 日

(6) IV Q-I0m 8.印-8.60 7.1-7.0 0.20 4.0-7.6・c

(7) lV 10 -20m 8.印-8.76 7.0-7.0 0.06 表面水温平均

(8) IV 20 -40m 8.76-8.66 7.0-7.0 0.02 8.22."C 

(副 IV4O-70m 8.66-8.61 7.0-6.8 0.02 

側 v 0-5m 8.叩-8.50 7.1-7.0 I 0.10 

(lj 1 0-5m 6.70-6.80 7.2-7.2 0.94 

(2) 1 0-10m 6.叩-7.20 7.2-7.1 0.42 

(3) 1 0-10m 7.00-7.00 7.2-7.1 0.24 9.15-12.27 
{勾 1 10-20m 7.00-7.18 7.1-7.0 0.16 

(5) 1 2O-40m 7.18-7.11 7.0-7.0 0.12 湖上気温
2月 15日 3.8-5.l"C (6) 1v 0-1白n 7.∞-7.00 7.2-7.1 O.お

(7) IV 10 -20m 7.00-7.26' 7.1-7.0 0.08 表面水温平均

(8) IV 20 -40m 7.26-7.52 7.0-7.0 0.04 6.9~.C 

(9) lV 40 -70m 7.52-7.47 7.0-7.0 0.04 

(10) V 0-5m 7.00-7.40 7.2-7.2 O.卸

(1) 1 。-5m 8.00-7.40 7.0-7.0 0.44 

位) 1 0-10m 7.50-7.∞ 7.0-7.0 0.39 観測 時 間

(3) I 0-1伽n 7.∞-7.00 7.0-7.0 0.42 
9.1号、..12.28

(4) 1 10-20m 7.∞-7.69 7.0-6.9 0.09 湖上気温
3月 17 日

伍) 1 2O-40m 7.69-7.06 6.9-6.9 0.10 6.0-12.5-C 
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審事地点水層深度 水温 ("C) pH i容浮量潜くc生c/m物り 備 考

(6) lV 0-10m 7.10-7.00 7.0-7.0 0.40 

(7) lV 10 -20m 7.00-7.15 7.0-6.9 0.04 表面水温平均

(8) lV 20 -40m 7.15-7.09 6.9-6.9 0.05 7.54・c
(的 IV40-70m 7.09-6.97 6.9-6.8 0.02 

(10) V 0-5m 8.10-7.30 7.0-7.0 O.拘

(1) 1 。-5m 10.50-9.85 7.1-7.1 1.92 

(2) 1 0-10m 9.80-9.00 7.1-7.0 1.68 観測時間

(3) 1 0-10m 9.60-8.80 7.1-7.0 1.44 9.30-13.10 

(4) I 10 -20m 8.80-3.00 7.0-7.0 1.44 
湖 上 気 温

4月 15日 (6) IV 0-10m 10.00-9.30 7.1-7.0 2.60 11.1-12.s-C 
(7) IV 10 -20m 9.30-8.60 7.0-7.0 0.72 

但) W 20-40m 8.60-8.20 7.0-7.1 0.60 表面水温平均

(的lV40-70m 8.20-7.80 7.1-7.1 0.40 
9.9S-C 

側 Y 0-5m 10.00-9.00 7.1-7.1 1.42 

(1) 1 0-5m 15.50-15.00 7.2-7.2 1.92 

但，) 1 0-10m 15.00-13.80 7.2-7.2 4.32 
観測時間

(3) 1 0-10m 14.20-12.60 7.2-7.2 0.71 9.25-13.45 
性) 1 10-20m 12.60-12.22 7.2-7.1 2.18 

信) I加 -40m 12.22-8.38 7.1-7.0 1.04 湖 上 気 温
5月 16 日

10.4-19.9.C 
(町 lV 0-10m 14.80-12.60 7.2-7.2 4.82 

(7) lV 10-2伽n 12.60-11.85 7.2-7.1 1.41 表面水瓶平均

但) lV 20-40m 11.85-8.15 7.1-7.0 0.93 14.邸・c
(9) lV 40 -70m 8.15-6.85 7.0-7.0 0.39 。CD f 0-5m 14.90-14.10 7.2-7.2 5.21 

(1) 1 0-5m 21.10-19.70 7.3-7.2 2.卯

(2) 1 0-10m 20.40-17.90 7.3-7.2 3.86 観測時間

(3) 1 0-10m 20.00-17.50 7.3-7.2 6.69 9.30-13.50 

性) 1 10-20m 17.50-13.60 7.2-7.0 1.94 
湖上 気 温

6月 17 日 (5) 1 20-40m 13.60- 7.0-7.2 0.64 20.3-22.5 
何) W 0-10m 19.30-17.70 7.3-7.2 6.24 

(7) lV 10-2伽n 17.70-14.60 7.2-7.0 3.86 表面 水 温

但) lV 2O-40m 14.60-11.00 7.0-7.2 0.97 
20.品。c

側 y 0-5m 21.00-19.40 7.3-7.2 1.42 

(1) 1 0-5m 24.40-23.20 7.2-7・2 2.90 観測時間

(2) 1 0-10m 24.10-21.40 7.2-7.0 8.20 
9.35-13.25 

7月 16 日 (3) 1 0-10m 24.10-19.60 7.2-7.0 9.88 
湖上気温

25.5-30.0"C 
(5) 1 20-40m 13.60-9.20 6.9-6.8 1.32 

表面水温平均
(10) V 0-5m 25.80-24.30 7.2-7.2 2.40 24.印・c

(1) 1 0-5m 27.50-27.00 7.4-7.3 5.80 

{勾 E 0-10m 27.30-23.20 7.4-7.1 5.79 
観測時間

但) 1 0-10m 27 .00-20.00 7.4-7.1 4.80 
9.35-13.35 

8月 13 日 性) 1 10-2Dm 20.00-12.93 7.1-7.0 1.70 
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標番本号 地点水層深度 水温 CC) pH |書道53〉!備 考

白) I 2O-40m 12.93-9.∞ 7.0-6.9 1.44 
湖上気温

(6) 町 0-10m 27.50-19.00 7.4-7.1 4.58 24.3-28.σc 
(7) lV 10 -20m 19.00-12.95 7.1-7.0 2.∞ 
(8) 町 20-40m 12.95-8.68 7.0-6.9 0.96 表面水温平均

{的lV40-70m 8.68-7.44 6.9-6.8 0.48 
27. 36.C 

側 lV 0-5m 27.印 -25.10 7.4-7.3 5.10 

(1) 1 0-5m 25.ω-24.50 I 2.90 

(2) n 0-10m 25.60-25.66 7.3-7.3 4.10 観測時間

(3) I 。-10m 25.80-25.51 7.3-7.3 2.90 10.20-14.20 

性) 1 10-20m 25.51-13.92 7.3-7.1 L44 湖上気温

9月 16 日 (5) I 2O-40m 13.92- 7.1-7.0 1.44 23.6-25.3・c
(6) lV 0-10m 25.80-25.81 7.3-7.3 4.20 

表而水温平均
(7) IV 10 -20m 25.81-13.85 7.3-7.1 1.70 25.72'・c
(8) lV 20 -40m 13.85-8.58 7.1-7.0 0.96 

(9) IV 40 -70m 8.58-7.55 7.0-6.8 0.65 。0) V 0-5m 25.80-25.90 7.3-7.3 4.80 

(1) 1 0-5m 19.00-19.40 7.2-7.2 3.38 観測時間

(2) .1 0-10m 19.叩 -19.92 7.2-7.2 3.31 9.35-12.40 

10月 17 日
(3) 1 0-10m 19.90-19.32 7.2-7.2 6.02 湖上気温

性) 1 10-2Om 19.32-19.81 7.2-7.2 4.34 17.2-19.40C 

信) 1 20-4伽n 19.81-8.76 7.2-7.2 2.30 表面水温平均

(10) V 0-5m 19.70-19.00 7.2-7.2 4.34 19.7σc 

(1) 1 0-5m 13.50-13.40 7.2-7.2 1.70 

。)1 0-10m 14.40-15.01 7.2-7.2 1.92 
観測時間

但) I 0-10m 14.印-15.08 7.2-7.2 2.40 9.55-13.40 
(4) I 10-20m 15.08-15.01 7.2-7.2 1.92 

11月 14 日 白) 1 20-40m 15.01-11.46 7.2-7.0 2.65 湖 上 気 温

(6) lV . 0 -10m 14.80-15.31 7.2-7.2 1.94 
7.7-9Jj・c

(7) lV 10 -20m 15.31-15.16 7.2-7.2 1.68 表面水温平均

f_8) lV 20 -40m 15.16-9.47 7.2-7.0 1.68 

(9) IV 40 -70m 9.47-7.65 7.0-7.0 0.80 

側 v0-5m 14.30-14.70 7.2-7.2 2.90 

(1) 1 0-5m 11.10-11.00 7.1-7.1 2.42 

(2) 1 O-lOm 11.60-12.24 7.1-7.0 1.68 

(3) 1 0-10m 11.80-12.19 7.1-7.0 0.96 観測時間

但)目 10-20m 12.19-12.19 7.0-7.1 0.96 
9.30-13.10 

12月 12 日 信) I 20-40m 12.19-10.03 7.1-6.9 2.53 湖 k 気 温

(6) lV 0-1伽n 12.20-12.37 7.1-7.0 1.44 5.9-9.oC 

(7) 1v 10 -20m 12.37-12.34 7.0-7.1 0.73 
表面水温平均

但) lV 20-40m 12.34-9.93 7.1-6.9 1.80 11.7f)'C 
(町 IV40-70m 9.93-7.81 6.9-6.8 1.36 

側可 0-5m 12.20-12.40 7.1-7.1 1.93 
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表面水温は、最高が8月で、最侭が 2月であるが、浮静生物容量は.最大が7月で、最小が 1月で

あって、両者間/(C1筒月の宇れが見られる。 浮静生物容量は、 12月と 1月の聞に、飛躍的た差異

がある。表層湖水の pHは、一年を通じて 7.0-7.4の間にあり、 40-70m層湖水の pHは、 1

年を適じて 6.8-7.1の聞にある。

叉プランクトン構成生物の種類数は、今回の著者の研究によると、各月の各標本忙ついて次の如

くで、平均数は 1月が最小であって、しかも 12月や 2月と格段の違いが存する。

(1) 1 0-5m 

1 234  5 
月月月月月

6 
月

7 
月

8 
月

9 10 11 12 
月月月月 平均

3 14 14 16 23 12 13 15 18 19 21 15 15.3 

(2) 1 0-10m 11 21 9 12 17 11 12 15 15 21 13 15 14.3 

(3) I 0 -10m 15 14 14 10 21 8 7 16 15 23 20 22 15.4 

性) I 10-20m 

(5) I 20-40m 

旧，) 1v 0-10m 

(7) lV 10 -20m 

但) W 20-40m 

(9) lV 40 -70m 

帥 v0- 5m 

4 6 4 7 17 9 13 12 19 18 21 11.8 

2 10 7 

15 14 4 

17 11 12 12 13 16 15 23 12.5 

11 12 5 

3 7 3 10 19 8 

2 3 11 8 15 15 

4811  7 11 

17 13 

16 21 

11 13 

7 13 

16 21 12.8 

19 17 12.3 

17 21 11.6 

14 14 9.9 

6 13 14 8 19 7 12 18 15 21 26 21 15.0 

1月は、全地点、全水層を適巳て Stephαnodiscu8carconc.nsisが優占 (dminant)で、 島 losira

rolid，αが亜優占 (subdominant)である。

2月は、 I地点は腸losira80lidαが優占、 Stephwodi8C旬scαrconensis と Pompholyxωmplan仰

が亜優占。 I地点を除く、他の全地点の全水腐は、 Steph1nodzBcU8 C'arconensisが優占、腸1ωira80lidα 

が亜優占。

3月は‘全地点、全水層を通じて、 Steph叩 odi8Cωca't'con倒的が優占、自及び V地点の表層 (0--

10m)では、 Melo8ira801泌が亜優占。

4月。 I地点では AsteriondlaJOT1no8α と楼脚類幼生が同程度で優占、 Dinobryonba悶 ric匂仰と

ctol:iteriu1nαticw'αre var.subpr01~um とが亜優占。 E地点では Eodiαrptumωjαponicu8 と榛脚類幼生

が同程度で優占。 E地点の 0--10m層では Melosira80liduが優占で、 CyCtOp8 vic印刷が亜優占。

W地点の 0.......10m層では Eodiα戸omusj，α:ponicus， Asferioneiln .fonnosα，句。lopsvici，切ら及び 'linti-

nnidium fluviatile が同程度に多く、同地点の 10.......20m層では BosminalOJ'ilgirosl仰が多く、同

地点の ~O--40m 層では Melosi1τ~ 80lida が優占、&，司rhα1~od抑制 rαrconeusi8 が亜優占、同地点の

40-70m層では Eodiaptomu，sjapoJ1おuS，C yclop8 vi，抑制，及び Melosirasolidaが同程度に多かった。

叉V地点では必:loE>ir.280lidαが優占であった。

5月は、 IV地点の 40--70m層を除く、他の地点の全水層は Asterio削 lla.for似 08，αが優占。 1地

点では Dinob'1・'!J01~ lava吋仰怖が、 園地点の 0--10m層では(，l08feriumαlI(.ulαre var. 8'1lhpro鈍匂例

が、 E地点の 20、40m層及びiV地点の1O--20m層ではEodiaptom制 jα:pmzicu8が亜優占。 W地
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点の 40--70.n層では Cytlops vicinu3 が優占で、 A8te)'i.oì~ell.7. formo81αが亜優占であった。

6月は、 I及びE地点の 0、10m層では .AttheyαZwhariαsiが優占で、前者では榛脚類の幼生が、

後者では Diαιha.no，<omabrac'hyurum及び EodiattomWJjapouicuBが亜優占であったo 1Il地点の

0--20m層ではミヅダユ類の 1種の卵が優占。 E及びIV地点の 20--40m層では Gyclopsvicin舗が

優占‘ W 地点の 0--20m 層では Eodiaptomu~ j pJ1~iCU8 が優占で、 その 10--20m 層t'Cは

ミヅダニ類の 1種の卵が勝しく出現した。 V地点では Oedザ0刃向m sp.が優占、 AttlayaZachαria.f.i 

が亜優占。

7月は.I地点では Eodiaptomu8jαponiCU8が優占) n 地点の 0--10m 層では ι~erat向m hi)'udi-

uellaが優占で、 Eodiα:pf.omusiα~O-~iCU8 が亜優占、田地点の O-- lOm 屑では Eodiαpfomu，~ ja'pOl~icu.'J 

が優占で、 Ceratium hiruηdine?lα と Pediα8trumBiwaeが亜優占、 E地点の 20---40m層では

C，!! clψ，~ vicill仰が優占、 V地点では Eudoriuaelegα闘が優占であった。

8月は、 I地点ではおdi，αstrumBiwaeが優占、 E地点の 0--10m層では Pediatf.rumBiwaeと

Eodiα:ptomus ;α.ponicU8が同程度で優占、 Dijf1ugiα biwaeが亜優占。 E地点の 0--10m層では、

Eodiαpfomu'l japonic闘が優占で、 Pediα>1trU11JB向。eが亜優占、 E地点の 10--20m層では Pedi-

aBtrum Bi.ωαeが優占で、 EadiaptomU8 japoni 酬が亜優占、 Ji(地点の 20--40m層では CyclOp8

V'tcIJ川 8 と A8plα1~chnα r-riodoutα が同程度で優占、 Eodiαptomu8 jα:pouicusと Pcdiαbtru明 Bi'叩仰

とが亜優占。 IV地点の 0--10m層では EodiaptomWJjop仰向酬が優占、 lV地点の 10"'" 20m層では

Eodirtpfom捌 jα:pO'RiCtl8と Pediα8tramBiwae とが同程度で優占、 w地点の 20--40m層では Cydop.~

vicin闘が優占で、 A母J[αwhnαpri!}doutaが亜優占、 IV地点の 40""，70m層では Rdiα.c;trω& Biωαe 

が優占で、 Cyclopsvic印刷が亜優占。 V地点では Eudi，α:ptonl'll8jα.ponicu，8が優占。

9月は、 IV地点の 20、40m層及び 40""，70m屑を除いて、他の総ての地点の総ての水層では、

いす=れも Eodiα戸川匂8jα:ponicll8が優占。 IV地点の 20--70m層では Cyclops vicinU8が優占であっ

た。向ほ I地点、 E地点の 20--40m層、 IV地点の 0--10m層、及びIV地点の 20--40m層では、い

守れも Pcdùz~trl.tfn JJiwle が亜優占であった。又 E 地点の 0-10m 層では stα:'llra~trum limneti.仰m

var. B'lf:rmenfeが亜優占、 E地点の 0、10m層では Pediα/)trwnBiωαe， Diαphαnosomαbrachyu.r'llm， 

及び榛脚類の幼生が同程度で亜優占であった。

10月は、 I地点では Ediaptotn'U8jαIonic'U8が優占、 E地点の 0--10m層では AttheyαZachαriαsi

が優占、 EodiapfomU9japonicU8と榛脚類の幼生が亜優占、官地点の 0--10m層では AttheyαZαc-

hari叫が優占、必diα:pt'JmusjαponUU8， Dれphan08J'tn.a bracl~yurum， 及び Pediα9tru-m. Jjiωαeが同

程度で斑優占、 E地点の 10--20m層では Cyclop8vicin仰と Diα'ph仰o80mαb''faC勾urll怖とが同程

度で優占、 E地点の 20、40m層では Ecdiりtom'lωjαponicU8が優占、 V地点では AUlteyαZa('hα-

riasi， Pediabtrum Biwae， Stαural:ifrwn Hmneticum var. BUf・mcnge，及び Aphan伺 apsaelαchitita var. 

conJertαが同程度に多かった。

11月。 I地点では Jrlelωira~oli，仇が優占、 Stepllanodi8CU carconen8Isと Attheyα ZlchariαばがIDi

優占。 E地点では Melof，ira80lidlと AUhtJyαZathari，倒 iが悶程度で優占、 Stephancdu'cu8('arcontJll~i8 
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が亜優占。 E地点の O--lOm 層では Melosirafolid，αが優占で、 AttheyaZlcharia~t が亜優占、 E 地

点の 10--20m層では Melorisα80lidαと Gosmocladiumcmutrict'l仰が同程度で優占、 E地点の

20-40m層では Diapkmo80mαbrach'!Jur'l仰が優占。 lV地点の 0--10m層では脇lo:dra80lidαが

優占，Stそpha.nodisc'lωcαrconensi，'j が亜優占、 lV地点の 10--40m層では地loira slid，αが優占、 W

地点の 40--70m層では Cyclnps砂itin闘が優占。 V地点では Meloira 80lidαが優占で，St，そplV1n-

cdisCU8 eareonensi，~， .AtfheyαZ l('Mriasi，及ひ:Cω!mocladitlr:7.constrict'llmが]ffi優占。

12月は、 !V地点の 10-70m屑を除いて、他の総ての地点の総ての層では‘いす=れも J降'ludra

8olid，αが優占である。しかしてH地点の 10-20m層では Mel，婦 問卸f材αと l)leph側 cd抑制 eareo-

nen~i が同程度で優占‘ OedogO'l抑制 sp.と Atthe'!iaZachαriαsiが亜優占、叉IV地点の 20-70m層

では Eodiap拘例制 jαr.poniCfl8 が優占。lt:地点では St，宅phαnodi~cus carcone.'18IsとAsterωu:llajormosα 

が亜優占、 E地点の 0--10m層では Steph倒 odiscus cαrconen8i~ と Attheyα Zachari，叫が亜優占、

1V地点の O-lOm層では Atthey，αZachαri，αsiと Oedogoniumsp.が亜優占、 V地点では Asterionella

form仰と C棚 tocladiu問 con8trict'll1nが疏優占であったの

要するt亡、琵琶湖本湖盆の沖部表層では、大約次に示す様たプラクトン相の遷移が見られるの

St，そphαnodiscU8carconensis 

及てび):M蹄''e[osiraαE却olid材dα

Asl，伽't:'I卸n'的.ぜ吻伽t向o

AttheyαZぽ Aα俳ri倒 t

Eodiapfom旬8japoniC'Us， 

Cerαiium hirundinella， 

及び Pediαetrl.lmBi'U.X1.t: 

..Attltey，αZ::r.ch俳句si

Mel舵irαtolidα

(St~加仰向8 ('arc01州、
l上記へ戻る

及び Melosira，80lidα ノ

叉琵琶湖主湖盆の深層では、 1-3月の聞は stそphαηθdi8CU8carconcrui8が優占し、 7--9月の聞は

Gyclop8 virill闘が優占するが、その他の時期、即ち 4--6月の聞及び 10--12月の間は、植物の

A terionella fcrmoslα， Pedi倒 tr.umBiwae， Jl;Jelo"ir，αwlidα，動物の Cyr["P8tricinuR， Eodi，αr.pt仰'IU8

joponicuq， Di宇加nOf!O'I'削除arhyurum等が.随時優勢を示す。

夏季 7--9月の{震に最盛を極める浮静生物は、植物では E怖 lOlillαelt:gαnll，Fed'伽 trumBi'ωαe， 

Ct:ríl~'u'm hi undinell，α等、動物では Ecdi，αrptomusjaFon.icus， C炉lop8vici?l仰:， Diaphα1108071&αlrath'!J'-

urum， ConorhilUi unicornis等があるばかりで、案外少数のものに限られている。大多数のものは、

むしろ夏季をさけて春秋の 2季に繁栄を示す。殊に佳藻類は然りで、春と秋t亡各々増殖の極大を現

す。但し珪藻類の O，!!mαtople'urα属や δI'l.lrirellα属のものはー冬季風浪の高い時期に多く現れる。
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之等とは叉別tc足並そphα僧odi8C'U8CαrCOllfn8UJと 脆108ira80lid，αは、冬季t亡浮隊生活の好適を示す種

類である。藍藻類の JfjOhanocajOSaelachi~αvar.ωザ'erla e AjOh訓 othecenid'ltlans は‘前記2桂藻

と同じ意味で、冬季型浮滋生物と言うととが出来る。しかし全体の浮静生物を通じて見た場合、 5

月比生活の好適を示すものが最も多い。

6.結語

(1) 滋賀県水産試験場の採集にかゐるプランクトン標本、即ち昭和25年総合開発調査の 198本

と、昭和27年横断観測の 109本と合計307本を材料として、琵琶湖主湖盆のプランクトンについ

て研究を行った。

(2) 先づ琵琶湖主湖盆のプランクトンを構成する生物として、植物で 35種類(追記6種類)、動

物で 29種類(追記3種類)を、各個について分類学的並に生態学的に記載した。

(3) 琵琶湖本湖盆の浮滋生物として主要たものは、植物では叢藻類の Aphanoeaj08:telαchi8t，αvar. 

confertα，桂藻類の脆lotirα80lidα，St，宅ph'lnodi8CU8carconen8is， AtlheyαZachariα8i.， 及び Asterionula

formo叫鼓藻類の Cl倒teriu悦 αcicularevar. subjOroJ則前，Stall'rastrum dorlfidentijernm var. or仰nαt如旬仰:1

S拘伽匂.r附αm早t的内4仰mpμαr仰αdゐo胤 m，&説tα側電;U1μua附附羽m別品6tr叩''''官um l此i:m叩7Ieti必e旬mvar， Burmense， 及び Oa糊 oc[，α'diumCon8triC!，u，m， 

黄藻類の n'inobryoncylind'l伽 m，Dinobryon b抑制 側m，及び Mallomonα13 fatigαfαp 双帯鞭藻類

の Cetαtiumhirundinella，緑藻類の SjOhαerocystisSchroeteri， E'l.tdoγina eleg'l削" Pediadrum. Bi'ωαf， 

Oedogonium sp.，不等毛類のBotryococcU8Bra'llnii 等であれ叉動物では、原生動物根足品類の D~が

hlgiαUW:le， D~庁lugia brevicoU.α，及び .Acanfhocysti8 chαet伊hor，α，原生動物繊毛議類の Tintz~lmidium

.fluvi，αtile，及び Tintz"noj08i8craferαp 輪轟類の均nchαeta8tylata， Polyarthra triflla， TrichoreJ'C，l 

cajO"Ucù~α， Diurellft stylatα， ChromogαstCl' ovalz"8， Kel'atella cochleα7・i8，Plos.'3omαtr匂ηeαtu叫 Asplα旬t-

hna jOriodo必ta，C01wchil'll8 uni('ornis， 及び PomjOholyz(omplanafa，枝・角類の Diapltαn080mα bm-

r!ty'urum.， DajOhni，αpulex b伽αenS1.'S， 及び Bosmù~α 10ngiro8tris， 接脚類の Eod-釦'Ptornu8 }αponir~u8， 

Cyclψ8 'I.Jic-in'l.t8，端脚類の An1'sogαm'll師 向8αrmand，αlei等である。

信} 総合開発調査のプランクトンに基いて、琵琶湖主湖盆に於けるプランクトンの水平分布に関

して大観し、叉横断観測のプランクトンに基いて、琵琶湖主湖盆に於けるプランクトン相の季節的

遷移について論じたの
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図版 説明

第 I 圃 版

Aphanocap，胞 elachisl，αvar. conJerla C原図〕

Aphanothtx'e nir1ulans (原図〕

Melasira varians C原図〕

Melosim granulata var. angu8tis.9ima (Hustedt， 1930コ

腸 losirα801idα 〔原図〕

8teplumodisc-us carLOi附 tsis (原図〕

Sfephanodisc倒的rc仰 e間 isvar. tusilla (原図〕

脇 'lo8Iraundulαtαvar. Nor，nαnni (Hustedt， 1930J 

G'!Iro.~igmααCIt1克也"latum (Hustedt， 1930J 

Cymafnpleura. 801ea (Hustedt， 1930) 

CymαfopleuTa e[lipticαvαr. consfru:tα(H ustedt， 1930J 

Surirella rob'usta var. splenditlα(H ustedt， 1930J 

S伊ledra'ulnα(Hustedt， 1930) 

Me，伽ira80lidα 〔原図〕

Surirella biseriaJ.a (Hustedt， 1930) 

Fragila，'ia側 puc仇ω(Hustedt，1930J 

〈一〉





第 E 圃版

第 17，18図 .A~伽・'iollella JOrm08'α 〔原図〕

第 19 図 SurirellaC，αpronii (H ustedt， 1930) 

第 20....，26図 .A t品(JY，αZ却~hari，叫〔原図〕

くこ〉





第 E 圃 版

第 27""，29図

第 30図

Clo'iJleri1.lmαcic'Lllare var. 8uhpronum (原図〕

Sta~t'l'，掛かU間 dO'l';，identiferu隅 var. ornatam (原図〕

第 31図

第 32・図

第 33図

第 34図

第 35図

第 36図

第 37図

説αura8trumdorsiaentiferum v ar. ornαtumの夏型 〔原図〕

説αuraetramJ*lNd.f)J:U怖〔原図〕戸ムγιι
StαurlJstram limneticum var. Burmenre (原図〕

δtaurlαstrum Biwaemis (原図〕

C08mccladium conBtrictum (West and Carter， 1923J 

Hyalothe，ωdおsiliens (West and Carter， 1923) 

Xαl1thidium側端伊蜘例〔原図〕

いぬいM 叫~~九…

仁三〉





第 lV 圃服

第 38図 Dino~ryon cyl'仇dricum (原図〕

第 39，40図 Dinobryon bαvaricum (原図〕

第 41図 左は Dinobryoncylindricwnの 1細胞

右は Di'Robryon ba即 r'ICumの 1細胞 (Pascher， 1913J 

第 42図 Mallomo仰向均的【原図〕

第 43--46図 Oera~ium hirundinelZ，α 〔原図〕

く四〉





第 v 副 版

第 47図 Pedil掛かurnJJiwae (原図〕

第 48図 Pedia8trum JJ仰αevar. triαn!lulatum (原図〕

第 49図 Pedi，α8trml& Bi肌 evar. ovatum (原図〕

第 50--52図 Eudol'初αd正抑制 〔原図〕

第 53図 Volvox 伽 lreω(Smith，1920J 

く喧〉



第 Y図 版



第 VI 圃服

第 54図 Spha.erocyst.i8 SchTOf;t，例〔原図〕

第 55図 Bot吻OCOCCU8BTα.uniiの複合群体〔原図〕

第 56，57図 Bof.TyOCOCCU8 BTauniiの単独群体〔原図〕

第 58，59図 Oeaogonium sp. (原図〕

く六〉





第 60図

第 61図

第 62図

第 63図

第 64図

第 65図

第 66図

第 67図

第百圃版

D拶1ψ臼 biwae (JII村多実二氏， 1918) 

Difjlugia brevicolla (向上〕

C entropyxisαettleat.a C向上〕

Art:ezz，ανulgα他 〔同上〕

Acanthocystis chaetophor.α 〔向上〕

S'!}nchαeta stylαta (Rylov， 1935) 

Polyαrlltra t2吻tα 〔向上〕

Asplanchnαpriodonta C向上〕

第 68，69図 Ploe8omαtruncαtum (向上〕

第 70図 Chro川 ogα8ft'・ovalis C向上〕

第 71図 Pumpholyxco叫planatα(Wardand Whipple， 1918) 

第 72図 Euchlal抑 制αtαtα(Rylov，1935コ

第 73図 Canochilω u-nicornis (向上〕

第 74図 Filinia lm1，lJisetα 〔向上〕

第 75，76図 PedaJiamira ((75) Rylov， 1935; (76) Ward and Whipple， 1918) 

第 77図 Testlldinellap tinα(Ward and Whipple， 1918) 

第 78図 Diaphαn080mαbrachyurum (上野益三氏， 1937) 

第 79図

第 80図

第 81図

第 82図

第 83図

第 84図

第 85図

Butminopsis deiter8I (同上〕

B08minα longiro~.tri8 (向上〕

Uα'ffIl泌'OCeT，仰 '8rectir08tris (向上〕

Dα'fJhnilα pule"c biwaen8I8 (向上〕

Ani~ogammQrU8 αmαndalei (北隆館，日本動物図鑑，岩佐正夫氏， 1947) 

Synchαetaの卵 (JII村多実二氏.1918) 

ミヅダニ類 (Hydracarina)の卵(左上)と幼生脱出後の卯殻

(七3





第 86，87図

第 88-91図

第 92，93図

第 94，95図

第 96 図

第 97-99図

第酒 圃服

Tintinnidium jluviatile (原図〕

Tintinnopsi8 C'I叫era (原図〕

Diffl'Ugia brevicolla (原図〕

KtratenαcochltxJ'I也〔原図〕

Trichoc，官邸側:pucinα(Schoenichen，1927) 

Diurella ayluta (Schoenichen， 1927) 

く八〉





第 E 圃版

第 100図 Cyclop8 viCt'1-I.'/.l8 (原図，伊藤隆氏〕

第 101図 EodiαptomU8 iψ 抑制〔同上〕

〈九〉





昭和25年琵琶湖総合開発調査

のプランクトン標本採集地点

図中の宇は数標本番号を示す
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第 X図版
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